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はじめに 

 

岐阜薬科大学（以下、本学）は 1932 年 4 月、

当時の松尾国松岐阜市長の発意により、国民保健

衛生の普及向上と化学工業の発展に寄与するため

設立された岐阜薬学専門学校をその前身とする。

1949年 4月、学制改革に伴い、厚生薬学科と製造

薬学科の 2 学科から成る岐阜薬科大学として新

たに発足した。1953年 4月には、岐阜薬科大学大

学院（以下、大学院）薬学研究科（修士課程）を、

1965 年 4 月には薬学研究科博士課程を設置して、

自立して創造的な研究活動のできる高度な薬学専

門職業人の養成を目指し、大学院の充実を図って

きた。発足から今日に至るまで、公立大学、薬学

系単科大学である点を活かして、その時代の趨勢

や社会環境の変化に機敏に対応してきた。その間

一貫して、薬と健康に関する高度な研究に支えら

れた教育により、豊かな人間性と優れた人格を持

つ薬学専門職業人を育成し、それらを通じて社会

に貢献することを基本理念としてきた。これらの

精神は、本学又は大学院の目的として学則や大学

院学則に記載されており、2004年 9月に中央教育

審議会の大学分科会が各大学の個性化について示

した（1）高度専門職業人の養成、(2）教育･研究

拠点の形成、及び(3）地方貢献のできる大学に相

当する。実際、本学では質の高い研究に裏付けら

れた学部及び大学院教育により、薬剤師や研究者

をはじめとする薬学の専門職業人の養成に努め、

同時に、豊かな人間性と高い倫理観と国際性を備

えた人材の養成に努力してきた。 

1991年の「大学設置基準」の大綱化により、大

学の社会的使命を果たすための教育・研究等の状

況について、大学自身の自己点検及び評価が進め

られてきた。本学でも、1992 年に「自己点検･評

価委員会」を設置し、自己点検・評価を開始した。

自己点検・評価の結果は、1993 年に「岐阜薬科大

学教育研究白書」として、1999 年と 2003 年にそ

れぞれ「自己点検･評価報告書」として刊行し、公

表してきた。また、大学の活性化及び教員の意識

向上のために、本学は全国に先駆け 1998年から全

教員に 5年の任期制を導入し、その評価結果はホ

ームページ（以下、HP）にて公表している。以後、

毎年同様に 5年任期を迎えた教員の外部審査を行 

い、結果を公表してきた。 

本学は 1955 年から公益財団法人大学基準協会

に加盟（2020年 3月末退会）し、同協会による大

学認証評価を 2006 年及び 2013年に受審し、大学

基準への適合が認定されている。また、2014年度

には一般社団法人薬学教育評価機構による薬学教

育プログラムの評価を受け、同機構が定める「薬

学教育評価の評価基準」に適合しているとの認定

をされている。さらに、大学院に対して、2012年

度に 4年制博士課程（薬学専攻）自己点検と評価

（文部科学省報告）を実施し、これと同時に本学

独自で博士後期課程（薬科学専攻）自己点検と評

価（2012年度）を実施した。 

2006年度から、薬学教育 6年制を含む新薬学教

育制度が実施された。これに伴い、本学は、薬剤

師養成教育を中心とする薬学科（6 年制）と創薬

科学研究者の養成を主な目的とした薬科学科（4

年制）の 2学科制に改組した。そして、新薬学教

育制度への移行に伴う大学院制度の改組として、

2010年度から薬学研究科に薬科学専攻（修士課程）

を設置し、さらに 2012 年度から薬学研究科を薬科

学専攻と薬学専攻の 2専攻制として、薬科学専攻

博士課程 [前期（修士）課程 2年、後期課程 3年] 

と薬学専攻博士課程（4年）を設置した。 

さらに、薬科学科の卒業生に特例として認めら

れていた薬剤師国家試験の受験資格が 2018 年度

入学生から廃止されることとなったため、本学で

は2017年度入学生から4年制薬科学科の募集を停

止し、6年制の薬学科（定員 120名）に統一した。

その上で、本学が有する長い歴史と伝統に立脚し

た創薬・育薬等に携わる研究者の育成を堅持する

ため、学生には将来の進路に合わせ「医療薬学コ

ース」と「創薬育薬コース」のいずれかを選択す

る 2コースを設置した。 

このような薬系大学が置かれた環境が大きく変

化する中で、本学は時代・社会が求める教育・研

究を実施する体制を構築してきた。また、その自

己点検・評価を継続して実施し、ここに、一般財

団法人大学教育質保証・評価センターの認証評価

を受審する。 
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 大学の概要  

（１）大学名 

 岐阜薬科大学 

 

（２）所在地 

 本部：岐阜県岐阜市大学西 1丁目 25番地 4 

三田洞キャンパス：岐阜県岐阜市三田洞東 5丁目 6番 1号 

 

（３）学部等の構成 

学部は薬学科（6 年制）と薬科学科（4 年制）から構成されているが、2017 年度から薬科学科の募集

を停止している。 

 大学院薬学研究科は、薬科学専攻と薬学専攻の 2専攻となっている。薬科学専攻には博士前期（修士）

課程（2年制）と博士後期課程（3年制）が、薬学専攻には博士課程（4年制）が設置されている。 

  

（４）学生数及び教職員数（2019 年 5月 1日現在） 

 薬学科在籍学生数は 629 名（収容定員 600名）、薬科学科在籍学生数は 23名（収容定員 40名）であり、

学部合計で 652名（収容定員 640 名）である。薬科学専攻博士前期（修士）課程在籍学生数は 72名（収

容定員 70名）、薬科学専攻博士後期課程在籍学生数は 20名（収容定員 15名）、薬学専攻博士課程在籍学

生数は 18名（収容定員 20 名）であり、大学院合計で 110名（収容定員 105名）である。 

 教職員数は、学長のほか教員が 67名（うち、教授 24名、准教授 14名、講師 13名、助教 16名）であ

り、職員は 52名（うち、職員 18 名、副手 1名、嘱託員 33名）である。 

 

2020 年 5 月 1 日現在において、薬学科在籍学生数は 658 名（収容定員 640 名）、薬科学科在籍学生数

は 1 名（収容定員 0名）であり、学部合計で 659名（収容定員 640名）である。薬科学専攻博士前期（修

士）課程在籍学生数は 57名（収容定員 50 名）、薬科学専攻博士後期課程在籍学生数は 29名（収容定員

15 名）、薬学専攻博士課程在籍学生数は 16 名（収容定員 20 名）であり、大学院合計で 102 名（収容定

員 85名）である。 

 

（５）理念と特徴 

 「薬と健康についての高度な研究に支えられた教育により、有為な薬学の専門職業人を育成し、それ

らを通じて社会に貢献する」ことを大学の基本理念としている。この基本理念は、より分かりやすい形

で「ヒトと環境にやさしい薬学、安全・安心を提供できる薬学（グリーンファーマシー）に基づいて、

人の健康と福祉に貢献できる専門職業人を養成する」と表現されている。ここで用いられる ”グリーン”

には、安心・安全、ヒトと環境にやさしいなどの意味が込められており、グリーンファーマシーを実践

できる人材の育成のために薬学に関する学理・技術とともに、ヒトと環境に配慮できる豊かな人間性と

確固たる倫理観を身に付ける「ヒューマニズム教育」と、常に環境を意識し地球環境を守る倫理観を養

う「エコロジー教育」を進めている。54科目の授業の中でグリーンファーマシーの精神に関する事項が
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到達目標として取り上げられている。 

 
（６）大学組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部は薬学科（6 年制）と薬科学科（4 年制）から構成されているが、2017 年度から薬科学科の募集

を停止している。薬学科・薬科学科は機能分子学（3研究室）、生命薬学（3研究室）、医療薬剤学（3研

究室）、実践薬学（5 研究室）、創薬化学（3 研究室）、生体機能解析学（2 研究室）及び薬物送達学（2

研究室）から成る 7つの薬学専門の大講座にて構成されており、それぞれの大講座には 2から 5の研究

室が配置されている。また、専門教育大講座（3研究室）、基礎教育大講座（4研究室）、寄附講座（5研

究室）を有している。大学院薬学研究科では、薬科学専攻博士前期（修士）課程（2年制）、薬科学専攻

博士後期課程（3年制）及び薬学専攻博士課程（4年制）が設置されている。 

附属研究施設としては薬草園を有し、その他大学の教育・研究の推進に供する施設として、附属図書

館、附属薬局、グリーンファーマシー教育推進センター、機器センター、実験動物飼育舎、子の原川島

記念演習園、放射性同位元素研究施設及び村山記念情報教育センターを設置している。 

 また、岐阜大学に設置されている岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科の専攻各領域に置かれる教

育研究分野は、構成大学である岐阜大学の医学系研究科・医学部、工学部及び応用生物科学部の教員と

ともに、本学の教員も担当している。 
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（７）内部質保証体制図 

1991年の「大学設置基準」の大綱化により、大学の社会的使命を果たすための教育研究等の状況につ

いて、大学自身の自己点検及び評価が進められてきた。本学でも、1992 年に「自己点検・評価委員会」

を設置し、自己点検・評価を開始した。大学の教育研究上の目的を達成するため、本学の教育研究活動

及び組織等について恒常的・継続的に自ら点検・評価を行い、その充実向上に努めるとともに、高等教

育機関として適切な水準にあることを公表してきた。昨今の社会の要請に応え内部質保証体制の強化を

図るため、自己点検・評価委員会規程を改正し、現規程では、委員会は学長、副学長、研究科長、学科

長、附属図書館長、附属薬局長、グリーンファーマシー教育推進センター長、教授若干名、事務局長、

学外有識者を委員として組織している。 

大学の政策の立案、事業の推進等を実施する組織として経営委員会を設置している。経営委員会は岐

阜薬科大学経営委員会規程に則り、学長、副学長、研究科長、学科長、附属図書館長、附属薬局長、グ

リーンファーマシー教育推進センター長、事務局長、学長補佐（三田洞キャンパス担当）を委員として

組織している。経営委員会は、関係各委員会等にて作成された原案をもとに基本理念、目的、3ポリシ

ーを策定し、大学案内、HP、学則、シラバス等にて学内外に周知している。また、経営委員会は「岐阜

薬科大学中長期計画 2025（VISION of GPU2025）」を策定し、そこで設定された教育、研究、地域貢献な

どの将来ビジョンについても公表している（PLAN）。この方針・計画に沿って全学的に教育、研究、地域

貢献などの活動が行われている（DO）。その成果は主に自己点検・評価委員会にて点検評価されるが、特

に教育活動の評価については、「グリーンファーマシー教育推進センター」が教育内容、教育システム等

の評価・検証を定期的に行い、関係の各委員会との協議したうえでその評価結果及び改善方策等を自己

点検・評価委員会に報告するものとしている。グリーンファーマシー教育推進センターは、「グリーンフ

ァーマシー教育推進センター規程」に基づき、センター長と若干名のセンター員から構成される。セン

ター設置以来、専任のセンター員（教員）は置かれていなかったが、2019年から専任センター員（教授）

を配置し、センター業務の見直しと強化を図っている。一方、研究活動等の内部質保証に関しては、自

己点検・評価委員会が岐阜薬科大学中長期計画 2025にて定めた各種分野の研究計画に関し主体となって

評価・検証を行い、改善方策を策定するものとしている（CHECK）。このような自己点検・評価の結果を

もとに、改善を要する事項については、関係委員会やワーキンググループ等にてさらに改善策の具体化

を検討し、関係組織に改善の勧告等を行うものとしている（ACTION）。 

https://drive.google.com/file/d/12Gd3HikwH4AwKtGvcsi1nyCzm_b8IlCj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1QRTANZaRksETfKfnMVTkeMbgVMhfrCxf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1QRTANZaRksETfKfnMVTkeMbgVMhfrCxf/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2016/04/VISION_of_GPU_2025.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2016/04/VISION_of_GPU_2025.pdf
https://drive.google.com/file/d/1SLA3C_8L4BJRhZ1XLdxQyJaHcdnzFMJq/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1SLA3C_8L4BJRhZ1XLdxQyJaHcdnzFMJq/view?usp=sharing
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 大学の目的  

大学の目的 

 大学の理念のもと、本学の目的を岐阜薬科大学学則第 1条に「岐阜薬科大学は、学術の中心として広

く知識を授けるとともに、深く薬学に関する学理と技術を教授研究し、知的・道徳的に優れ、また応用

能力のある人材を育成し、もって社会の発展に寄与することを目的とする。」と定めている。 

 本学は 1学部 2学科の単科大学であり、構成する薬学科（6年制）の教育研究上の目的については岐

阜薬科大学学則第 4条に「薬学科は、薬学分野における最新の学理と技術を教授研究し、臨床に係る高

度な知識・技能、実践的能力及び研究能力並びに豊かな人間性と高い倫理観を身に付けた優れた薬剤師

として求められる資質を有する医療従事者、研究者及び技術者を育成することを目的とする。」と定め、

薬科学科（4 年制）については「薬科学科は、薬学分野における最新の学理と技術を教授研究し、創薬

科学及び生命科学に関する先端的な知識・技能と研究能力身に付けた優れた研究者及び技術者を育成す

ることを目的とする。」としている。 
 
大学院の目的 

 大学院薬学研究科では、その目的を岐阜薬科大学大学院学則第 1 条に「岐阜薬科大学大学院は、薬と

健康に関する高度で先進的な研究により薬学の発展に貢献するとともに、それに支えられた教育を通し

て、自立して創造的研究活動を遂行するために必要な研究力、その基礎となる豊かな学識、常に人と環

境への配慮を怠らない優れた人格を身に付けた、将来、薬学の専門職及び研究者として指導的役割を担

う人材を育成することを目的とする。」と定め、薬科学専攻と薬学専攻を設けている。 

 各専攻の教育研究上の目的は、岐阜薬科大学大学院学則第 2条の 2において、「薬科学専攻は、創薬科

学、生命科学及び環境科学領域の教授研究により、高度な専門性に裏付けられた創造的研究能力を有す

る国際性豊かな研究者及び技術者を育成することを目的とする。」、「薬学専攻は、医療薬学及び臨床薬

学領域の教授研究により、高度専門医療人としての高い学識と倫理観を有する薬剤師及び研究者を育成

することを目的とする。」と定めている。 
 

 

 
  

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
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 イ 教育研究上の基本となる組織に関すること （①大学）          

（１）自己点検・評価の実施状況  
1）目的 

本学の目的を岐阜薬科大学学則第 1 条に「岐阜薬科大学

は、学術の中心として広く知識を授けるとともに、深く薬

学に関する学理と技術を教授研究し、知的・道徳的に優れ、

また応用能力のある人材を育成し、もって社会の発展に寄

与することを目的とする。」と定めている。また本学は HP

にも明示しているように、建学の精神に基づき、「ヒトと

環境にやさしい薬学、安全・安心を提供できる薬学（グリ

ーンファーマシー）」を基本理念として、教育研究と地域

貢献に尽力している。 

本学は薬学部のみからなる単科大学であり、2017 年度よ

り 4 年制薬科学科の募集を停止し、「高度な専門性を身に

付けたグリーンファーマシーを実践できる薬剤師」の育成

を目指して 6 年制の薬学科のみの 1 学科制をとっている。

また 2019 年度より、教育課程において創薬・育薬等に携

わる研究者を育成する「創薬育薬コース」と高度な医療知

識を有する医療や行政に従事する薬剤師を養成する「医療

薬学コース」の 2 コースを設置し、学生の将来の進路に合

わせた教育システムを導入している（岐阜薬科大学学則第

26 条）。 

 また、岐阜薬科大学学則第 4 条において「薬学科は、薬

学分野における最新の学理と技術を教授研究し、臨床に係

る高度な知識・技能、実践的能力及び研究能力並びに豊か

な人間性と高い倫理観を身に付けた優れた薬剤師として

求められる資質を有する医療従事者、研究者及び技術者を

育成することを目的とする。」と教育研究上の目的を明確

に定めて運営している。 

2）教育研究組織 

本学の教職員組織として、岐阜薬科大学学則第 7条に「学

長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員や技術職

員等の配置」について定めており、2019 年 5 月現在、薬学

科の収容定員 600名に対して大学設置基準で定められた薬

学部の必要教員数を超える専任教員 67 名（薬学科 38 名、

薬科学科 20 名と学部教育担当 9 名、うち教授 24 名）を、

薬学臨床教育に必須な（5 年以上の薬剤師実務経験を有す

る）実務家教員 11 名を配している。また、教員一人当た

りの学生数は 9.7 名（全学部学生 652 名）であり、個々の

学生に寄り添った高質な薬剤師教育を実践する本学の教 

育方針を十分に反映した教育組織となっていると考えら

れる。 

本学では、大学及び大学院の目的を達成するため、薬学

部と薬学研究科を教育研究組織の中心に置き、これらの教

育研究活動を効率的に推進するため、附属図書館、附属薬

局をはじめ、薬草園等の附属研究施設を附置している。ま

た、本学の理念である「グリーンファーマシー」の精神に

基づく教育研究を推進する学内拠点として 2006年度に「グ

リーンファーマシー教育推進センター」を設置した。グリ

ーンファーマシー教育推進センターは学生の成績管理や

福利厚生を扱う教務厚生課とは別の独立した組織と位置

づけられたが、2019 年度から専任センター員（教授）が配

置されてセンター業務の見直しと強化が図られた。本セン

ターは自己点検・評価委員会の指示に従い、学部及び大学

院の教育目標を達成するための具体的な教育内容・方法な

どを立案、実施し、その結果の評価を行うことにより、全

学的な教育施策の企画及び開発並びに教育活動の継続的

な改善及び支援を行う組織として機能している。 

医療技術の進展及び生命科学の急速な進歩等に対応し

つつ本学の理念と目的を達成するため、教育研究組織は教

授会及び教授総会での審議を経て、絶えず改善されつつ今

日に至っている。また、本学の全学的な議論を経て「岐阜

薬科大学中長期計画 2025（VISION of GPU2025）」を策定し、

それを実現するために、学長を中心として絶えず教育研究

組織の見直し、検証及び改革を行っている。 

3）収容定員 

 岐阜薬科大学学則第 6 条において「毎学年度の学生収容

定員は、120 人とする。」と定めている。また、入学者数に

ついては、欠員や過度な超過が生じないように入試委員会

と教授会において厳正に審議し、決定している。薬学科の

みへの改組後 4 年間の入学者数は 118～132 名（2017 年度

130 名、2018 年度 132 名、2019 年度 132 名、2020 年度 118

名）であり、入学定員の充足率はいずれも設置基準の上限

（1.15 倍）を超えていない。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
本学の全学的な議論を経て岐阜薬科大学中長期計画 2025 を策定し、それを実現するために学長を中

心として絶えず教育研究組織の見直し、検証・改革する体制が構築できている点は評価できる。 

改善を要する点 
2020 年度より補講等を導入するなど各年次の留年生を減少させるための取組みを開始しているが、 

授業内容の質向上や評価方法の適正化など教育方法に関する更なる改良が必要である。   
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料（リンク） 

教育基本法 

① 

第七条（大学） 
 大学は、学術の中心として、高い教養と専門的能力を培うとともに、深く真理を探究して新
たな知見を創造し、これらの成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与するも
のとする。 
２ 大学については、自主性、自律性その他の大学における教育及び研究の特性が尊重されな

ければならない。 

岐阜薬科大学学則 
第 1 条 

 
岐阜薬科大学 HP 

 学校教育法 

② 

第八十三条 
 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知
的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。 
② 大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供すること

により、社会の発展に寄与するものとする。 

（同上） 

 大学設置基準 

③ 
第二条（教育研究上の目的） 
 大学は、学部、学科又は課程ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を
学則等に定めるものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 4 条 

④ 
第三条（学部） 
 学部は、専攻により教育研究の必要に応じ組織されるものであつて、教育研究上適当な規模
内容を有し、教員組織、教員数その他が学部として適当であると認められるものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 3、7 条 

⑤ 
第四条（学科） 
 学部には、専攻により学科を設ける。 
２ 前項の学科は、それぞれの専攻分野を教育研究するに必要な組織を備えたものとする。 

（同上） 

⑥ 
第五条（課程） 
 学部の教育上の目的を達成するため有益かつ適切であると認められる場合には、学科に代え
て学生の履修上の区分に応じて組織される課程を設けることができる。 

 

⑦ 

第十八条（収容定員） 
 収容定員は、学科又は課程を単位とし、学部ごとに学則で定めるものとする。この場合にお
いて、第二十六条の規定による昼夜開講制を実施するときはこれに係る収容定員を、第五十七
条の規定により外国に学部、学科その他の組織を設けるときはこれに係る収容定員を、編入学
定員を設けるときは入学定員及び編入学定員を、それぞれ明示するものとする。 
２ 収容定員は、教員組織、校地、校舎等の施設、設備その他の教育上の諸条件を総合的に考
慮して定めるものとする。 
３ 大学は、教育にふさわしい環境の確保のため、在学する学生の数を収容定員に基づき適正

に管理するものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 6 条 

 
認証評価共通基礎データ様式 2 

※ 入学定員の超過率については、平成十五年文部科学省告示第四十五号、平成二十七年文部
科学省告示第百五十四号を参考とすること 

⑧ 
第四十条の四（大学等の名称） 
 大学、学部及び学科（以下「大学等」という。）の名称は、大学等として適当であるとともに、
当該大学等の教育研究上の目的にふさわしいものとする。 

 

  

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
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 イ 教育研究上の基本となる組織に関すること （②大学院）         

（１）自己点検・評価の実施状況 
1）目的 

大学院は、岐阜薬科大学大学院学則第 1 条に定めている

とおり、「薬と健康に関する高度で先進的な研究により薬

学の発展に貢献するとともに、それに支えられた教育を通

して、自立して創造的研究活動を遂行するために必要な研

究能力、その基礎となる豊かな学識、常に人と環境への配

慮を怠らない優れた人格を身に付けた、将来、薬学の専門

職及び研究者として指導的役割を担う人材を育成するこ

と」を目的としている。本学大学院には薬学研究科が設置

されており、4 年制学部及び 6 年制学部卒業者への高度教

育のための薬科学専攻と薬学専攻の 2 専攻となっている。

その目的は、岐阜薬科大学大学院学則第 2 条の 2 に「薬科

学専攻は、創薬科学、生命科学及び環境科学領域の教授研

究により、高度な専門性に裏付けられた創造的研究能力を

有する国際性豊かな研究者及び技術者を育成すること」、

「薬学専攻は、医療薬学及び臨床薬学領域の教授研究によ

り、高度専門医療人としての高い倫理観を有する薬剤師及

び研究者を育成すること」と定めている。標準修業年限に

ついては、岐阜薬科大学大学院学則第 3 条に、「薬科学専

攻の博士課程は、修業年限を標準 5 年とし、これを前期 2

年及び後期 3 年の課程に区分し、前期 2 年の課程を修士課

程、後期 3 年の課程を博士後期課程として取り扱うものと

する。」、「薬学専攻の博士課程は、標準修業年限が 4 年の

博士課程とする。」と定めている。大学院においても「ヒ

トと環境に優しい薬学（グリーンファーマシー）の実践」

という教育の基本理念を踏襲し、幅広い薬学分野に貢献で

きる「高度薬学専門職業人の育成」という個性化にも対応

している。 

2）教育研究組織             

本学大学院は本部キャンパスに設置され、本部キャンパ

スに属する研究指導教員と研究指導補助教員が教育研究活

動の指導を行っている。薬科学専攻博士前期（修士）課程は、

薬学教育 6 年制移行に関連して 2010 年度に開設され、現

在、右図の 6 大講座が教育研究指導を担当している。本課

程では、大学院講義のほかに、薬科学特別実験として研究

指導を行い、幅広い専門的技術の伝授や専門的知識を教授

し、学位論文作成指導も行っている。また、博士後期課程

は 2012 年度から開設され、5大講座が担当し、自立して研

究する能力や問題解決能力等の涵養に努め、学位論文作成 

指導を行っている。薬学専攻博士課程は 2012 年度に開設

され、3 大講座が教育研究指導を担当している。本課程で

は、特論を開講し、専門的職能を有する臨床薬剤師や自立

して独創的な研究を遂行できる薬学研究者を養成する。ま

た、時代の要請に応じた多様な専門性をもった学生を養成

する目的で、他大学や機関との連合大学院や連携大学院も

併設している。 

 

図 大学院薬学研究科における教育研究組織 

 

3）収容定員 
 大学院在籍者数は、薬科学専攻博士前期（修士）課程定

員 35 名（収容定員 70 名）に対して 72 名（定員充足率

103％）、同後期課程定員 5 名（収容定員 15 名）に対して

20 名（定員充足率 133％）、薬学専攻博士課程定員 5 名（収

容定員 20 名）に対して 18 名（定員充足率 90％）であり、

いずれの課程においても、定員数をほぼ充足している。た

だし、2017 年度から学部が 6年制薬学科に一本化されたた

め、2020 年度の前期（修士）課程募集定員は 15 名である。 

 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
幅広い薬学分野に貢献するために、他大学や機関との連合大学院や連携大学院を併設して多様な専

門性をもった学生を養成することに努めている点は評価できる。 

改善を要する点 
2017 年度から学部が 6 年制薬学科に一本化されたことに伴い、2021 年度以降の本学卒業の博士前期

（修士）課程入学生が基本的にはいなくなることから、大学院の在り方を早急に見直す必要がある。   
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

学校教育法 

① 

第九十九条 
大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求め

られる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与することを目的
とする。 
② 大学院のうち、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培うことを目的とするものは、専門職大学院とする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 1 条 

 
学生便覧 P25 
 

 大学院設置基準 

② 
第一条の二（教育研究上の目的） 
 大学院は、研究科又は専攻ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を学
則等に定めるものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 2 条の 2 

学生便覧 P25 

③ 

第二条（大学院の課程） 
 大学院における課程は、修士課程、博士課程及び専門職学位課程（学校教育法第九十九条第
二項の専門職大学院の課程をいう。以下同じ。）とする。 
２ 大学院には、修士課程、博士課程及び専門職学位課程のうち二以上を併せ置き、又はその

いずれかを置くものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 3 条 

 
学生便覧 P25、26 

④ 

第三条（修士課程） 
 修士課程は、広い視野に立つて精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加
えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 
２ 修士課程の標準修業年限は、二年とする。ただし、教育研究上の必要があると認められる

場合には、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、その標準修業年限は、二年を超え
るものとすることができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、修士課程においては、主として実務の経験を有する者に対して
教育を行う場合であつて、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて夜間その他特定の
時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じない
ときは、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、標準修業年限を一年以上二年未満の
期間とすることができる。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 3 条 

 
学生便覧 P25、26 

⑤ 

第四条（博士課程） 
 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度
に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うこと
を目的とする。 
２ 博士課程の標準修業年限は、五年とする。ただし、教育研究上の必要があると認められる

場合には、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、その標準修業年限は、五年を超え
るものとすることができる。 

３ 博士課程は、これを前期二年及び後期三年の課程に区分し、又はこの区分を設けないもの
とする。ただし、博士課程を前期及び後期の課程に区分する場合において、教育研究上の必
要があると認められるときは、研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、前期の課程に
ついては二年を、後期の課程については三年を超えるものとすることができる。 

４ 前期二年及び後期三年の課程に区分する博士課程においては、その前期二年の課程は、こ
れを修士課程として取り扱うものとする。前項ただし書の規定により二年を超えるものとし
た前期の課程についても、同様とする。 

５ 第二項及び第三項の規定にかかわらず、教育研究上必要がある場合においては、第三項に
規定する後期三年の課程のみの博士課程を置くことができる。この場合において、当該課程
の標準修業年限は、三年とする。ただし、教育研究上の必要があると認められる場合には、
研究科、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、その標準修業年限は、三年を超えるものとす
ることができる。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 3 条 

 
学生便覧 P25、26 

⑥ 

第五条（研究科） 
 研究科は、専門分野に応じて、教育研究上の目的から組織されるものであつて、専攻の種類
及び数、教員数その他が大学院の基本となる組織として適当な規模内容を有すると認められる
ものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 2 条 

学生便覧 P25 

⑦ 

第六条（専攻） 
 研究科には、それぞれの専攻分野の教育研究を行うため、数個の専攻を置くことを常例とす
る。ただし、教育研究上適当と認められる場合には、一個の専攻のみを置くことができる。 
２ 前期及び後期の課程に区分する博士課程においては、教育研究上適当と認められる場合に

は、前期の課程と後期の課程で異なる専攻を置くことができるものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 2 条 

 
学生便覧 P25 

⑧ 

第十条（収容定員） 
 収容定員は、教員組織及び施設設備その他の教育研究上の諸条件を総合的に考慮し、課程の
区分に応じ専攻を単位として研究科ごとに定めるものとする。 
２ 前項の場合において、第四十五条の規定により外国に研究科、専攻その他の組織を設ける

ときは、これに係る収容定員を明示するものとする。 
３ 大学院は、教育研究にふさわしい環境の確保のため、在学する学生の数を収容定員に基づ

き適正に管理するものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 4 条 

 
学生便覧 P26 
 

※ 入学定員の超過率については、平成十五年文部科学省告示第四十五号、平成二十七年文部
科学省告示第百五十四号を参考とすること 

⑨ 
第二十二条の四（研究科等の名称） 
 研究科及び専攻（以下「研究科等」という。）の名称は、研究科等として適当であるとともに、
当該研究科等の教育研究上の目的にふさわしいものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 2 条、第 2 条の 2 

学生便覧 P25   

https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
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 ロ 教員組織に関すること （①大学）                       

（１）自己点検・評価の実施状況 
1）教授会・教授総会 

本学では、岐阜薬科大学学則第 8 条及び教授会規程に則

り、教授会を置き、原則毎月 1 回（第 1 水曜日の午後に）

開催している。教授会は学長、専任教授及び事務局長から

組織され、「学生の入学、卒業及び課程の修了」、「学位の

授与」、「教育課程の編成」や「教員の採用及び昇任の選考」

について学長が決定を行うにあたり、教授等が意見を述べ

るほか、学長の選考や教育研究に関して審議している。ま

た本学では、全学的な意思疎通と協働を円滑的に進めるた

め、教授総会規程に則り、教授会後に教授総会（教授会構

成員に加え、准教授と講師全員、助教と助手の代表者）を

開催し、教授会の決定事項の報告や「教育及び研究の実

施」、「学科目の種類及び編成並びに教育方法」、「学生の試

験」、「学生の課外活動及び福利厚生」等についての協議を

行うとともに、全学的に情報交換、情報共有を行っている。 

2）教員の選考と教員組織の構成 

教員の募集と選考等は、岐阜薬科大学教員選考規程に則

り、教育研究上の理念、研究目標や関連する指針を十分に

理解し、教育・研究を担当するにふさわしい能力を有する

とともに、熱意をもって真摯に教育・研究に取り組む人材

を採用している。具体的には、①専門領域の研究実績に裏

打ちされた豊富な学識と最新の技術基盤を有し、②それら

を学生に伝達できる高い教育能力をもち、③自身の資質を

磨き向上させるための努力を怠らず、④学生に社会人とし

てのモラルや責任感を醸成させるに資する見識を兼ね備

え、⑤地域への貢献に意欲的に取り組める人材を求めてい

る。特に教員採用時には、専門領域等を考慮して選考委員

会を立ち上げ、上記選考規程に定められた職位ごとの能力

と基準に基づいて、原則公募にて適任者を選考している。 

 教員組織の編制は、本学の教育目標を達成するために、

専門領域、業績や年齢構成等を勘案して、原則各研究室に

教授 1 名、准教授、講師、助教から 2 名を配している。大

学設置基準に定められた本学の必要専任教員数は 43名（う

ち、教授 22 名）であり、専任教員総数（67 名）、教授数（24

名）共に充足している。その職能の内訳は、教授 24 名

（35.8%）、准教授 14 名（20.9%）、講師 13 名（19.4%）、助

教 16 名（23.9%）である（2019 年 5 月 1 日現在）。また、

薬学科の臨床薬学に重点をおいた教育や実務実習に対応

するため、実務家教員（11 名）を配している。専任教員 

67 名の年齢構成については 20 歳代 1 名、30 歳代 19 名、

40 歳代 23 名、50 歳代 13 名、60 歳代 11 名とバランスよく

分布している。しかしながら、性別の構成においては、男

性教員の比率（83.6％）が女性（16.4％）よりも非常に高

いため、今後は性別の偏りを小さくする必要がある。本学

には本部キャンパス（薬学科 4～6 年次と大学院生が在籍）

と三田洞キャンパス（薬学科 1～3 年次が在籍）があり、

それぞれに教員 59 名（教授 19 名、准教授 13 名）と 8 名

（教授 5 名、准教授 1 名）を配して教育研究にあたってい

る。このキャンパス間の教員比率には若干の偏りがある

が、授業の実施やアドバイザーによる生活指導時には教員

がキャンパス間を移動し、全教員が両キャンパスの学生の

ケアをしている。また、岐阜薬科大学教員選考規程や細則

等に則り、本学の教育研究組織は全学的な議論を経て常に

検証され、時代の変遷に対応すべく学長を中心として絶え

ず見直しが行われている。 
3）授業科目の担当 

 薬学基礎や創薬技術を学ぶ薬学専門科目（薬学一般、有

機化学系、物理化学系、生物化学系、衛生薬学系、医療基

礎薬学系や創薬学系）の授業担当者にはそれぞれの分野を

専門領域とする教員を適宜配置し、薬剤師の実務経験を必

要とする医療薬学系科目の授業は主に実務家教員が担当

することにより学修効果が高まるよう配慮している。基礎

教育科目の授業担当者には非常勤講師を一部配している

が、2019年度には薬学教育上主要な薬学専門教育科目 98％

（全 96 科目中 94 科目）を専任教員（うち教授 86.5％、准教授

11.5％）が担当しており、教育目標の達成に必要な教員を適

切に配置している。また、実習や実験等については、基本的

に担当研究室に属する助教が補助することとしている。 

4）教員の業績評価等 

 本学では「任期制制度」、「教員人事評価」に基づいて、各教

員の本学内外での教育研究活動、大学の運営管理や社会貢

献を評価し、その評価結果は賞与等に反映されている。また、

グリーンファーマシー教育推進センターによる授業評価によっ

て教員の意識改革や教育の質向上に繋がりつつある。さらに、

学内特別研究費制度による教員の研究活動の支援により、教

員の外部資金獲得への挑戦意欲の向上が見られ、実際に日

本学術振興会科学研究費の採択率も着実に増加している

（2015 年度 27.9％→2019 年度 40.0％）。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
教員人事評価やグリーンファーマシー教育推進センターの授業評価、学内特別研究費制度の導入に

よって着実に教員の教育研究活動の質向上が認められている。 

改善を要する点 

本学は 2015 年度に「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)」事業の採択を受け、事

業終了(2020 年度末)までに学内の講師以上の女性教員比率を 20％以上に引き上げることとしてい

る。この女性教員比率の目標を達成するために、女性教員の上位登用を目指すために研究環境や雇

用環境の改善を図っているが、積極的な女性の採用や教員選考の改善等の更なる努力が必要である。   
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

学校教育法 

① 

第九十三条 
 大学に、教授会を置く。 
② 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 
一 学生の入学、卒業及び課程の修了 
二 学位の授与 
三 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定めるもの 
③ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置かれる組織の

長（以下この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審
議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

④ 教授会の組織には、准教授その他の職員を加えることができる。 

岐阜薬科大学学則 
第 8 条 

 
岐阜薬科大学教授会規程 
 
岐阜薬科大学教授総会規程 

 大学設置基準 

② 

第七条（教員組織） 
 大学は、その教育研究上の目的を達成するため、教育研究組織の規模並びに授与する学位の
種類及び分野に応じ、必要な教員を置くものとする。 
２ 大学は、教育研究の実施に当たり、教員の適切な役割分担の下で、組織的な連携体制を確

保し、教育研究に係る責任の所在が明確になるように教員組織を編制するものとする。 
３ 大学は、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため、教員の構成が特定の

範囲の年齢に著しく偏ることのないよう配慮するものとする。 
４ 大学は、二以上の校地において教育を行う場合においては、それぞれの校地ごとに必要な

教員を置くものとする。なお、それぞれの校地には、当該校地における教育に支障のないよ
う、原則として専任の教授又は准教授を少なくとも一人以上置くものとする。ただし、その
校地が隣接している場合は、この限りでない。 

岐阜薬科大学教員選考規程 
 
岐阜薬科大学教員選考細則 
 
認証評価共通基礎データ様式 1 

※ 教員の職務・資格等については、学校教育法第九十二条、大学設置基準第十四条・第十五
条・第十六条・第十六条の二・第十七条を参照すること 

③ 

第十条（授業科目の担当） 
 大学は、教育上主要と認める授業科目（以下「主要授業科目」という。）については原則とし
て専任の教授又は准教授に、主要授業科目以外の授業科目についてはなるべく専任の教授、准
教授、講師又は助教（第十三条、第四十六条第一項及び第五十五条において「教授等」という。）
に担当させるものとする。 
２ 大学は、演習、実験、実習又は実技を伴う授業科目については、なるべく助手に補助させ

るものとする。 

学部シラバス 

④ 

第十二条（専任教員） 
 教員は、一の大学に限り、専任教員となるものとする。 
２ 専任教員は、専ら前項の大学における教育研究に従事するものとする。 
３ 前項の規定にかかわらず、大学は、教育研究上特に必要があり、かつ、当該大学における

教育研究の遂行に支障がないと認められる場合には、当該大学における教育研究以外の業務
に従事する者を、当該大学の専任教員とすることができる。 

認証評価共通基礎データ様式 1 

⑤ 

第十三条（専任教員数） 
 大学における専任教員の数は、別表第一により当該大学に置く学部の種類及び規模に応じ定
める教授等の数（共同学科を置く学部にあつては、当該学部における共同学科以外の学科を一
の学部とみなして同表を適用して得られる教授等の数と第四十六条の規定により得られる当該
共同学科に係る専任教員の数を合計した数）と別表第二により大学全体の収容定員に応じ定め
る教授等の数を合計した数以上とする。 

（同上） 

※ 専任教員の数については、大学設置基準別表第一・別表第二を参照すること   

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jITPD6oBJKe-wUPrQfz7-456278k0OML/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jITPD6oBJKe-wUPrQfz7-456278k0OML/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1aU2N6H31kvhs1vtr7lxnv74sONalNuPS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1RSvxNFay_RX3N6uvz8yJTYjkIEei7pgz/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_2dTJKUZMvY0OOEz3gUARGj8HtSe9TAr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view
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 ロ 教員組織に関すること （②大学院）                      

（１）自己点検・評価の実施状況 
 本学の理念の実現や教育研究の目標達成のために、大学

院薬学研究科の薬科学専攻、薬学専攻のいずれにおいて

も、研究指導教員又は研究指導補助教員としての厳正な資

格審査を実施し、高い専門性を持ち、教育上・研究上の優

れた実績を有する教員を配置している。 

1）研究科委員会 

 岐阜薬科大学大学院学則第 6 条に基づき、大学院に研究

科長を置いている。また、同第 7 条に基づき、大学院研究

科に研究科委員会を置き、原則として月 1 回（教授会と同

日に）開催している。 

2）教員の選考・構成等 

 専門領域における教育者、研究者としての能力・資質及

び薬学教育に対する理解と熱意をもつ教員像を採用選考

や昇任人事に反映させるため、「岐阜薬科大学大学院研究

指導教員等の資格に関する内規」に則り研究科委員会にお

いて担当教員を認定している。大学院担当あるいは大学院

のみを担当する教員の募集・採用は行っていないが、教員

の選考・昇任時には大学院を担当する資格について慎重に

研究科委員会で審査され適切に配置されている。 

 大学院の専任教員は研究指導教員と研究指導補助教員か

ら成る。研究指導教員とは研究指導及び授業を行い得る教

員、研究指導補助教員とは研究指導の補助及び講義（又は演

習）の担当を行い得る教員を指し、それら教員の資格判定に

関する基準は下表のとおりである。 
 

区分 職種 

研究業績 

著書又は学会誌掲載
学術論文若しくはこ

れに準ずる学術論文 

最近 5 年間に発表
された著書、学術

論文等 

研 究 指 導
教員 

教 授 及 び
准教授 

20 編以上 5 編以上 

研 究 指 導
補助教員 

准 教 授 及
び講師 

10 編以上 3 編以上 

助教 3 編以上 3 編以上 
  

本学の薬学専攻博士課程における研究指導教員は 15 名

（うち教授8名）、研究指導補助教員は 7名であり、研究指導教

員と研究指導補助教員を合わせて22名（うち教授8名）となり、

設置基準で定められた「研究指導教員を 5 名（うち教授 4 名）

以上で、研究指導教員と研究指導補助教員を合わせて 9名以

上」を満たしている。本学の薬科学専攻博士前期（修士）課程

では、研究指導教員が 25 名（うち教授 15 名）、研究指導補助 

教員は 15 名、同博士後期課程では、研究指導教員が 15 名

（うち教授 11 名）、研究指導補助教員が 9 名である。いず

れも設置基準で定められた専任教員数を満たしている。 

3）授業科目の担当 

 本学は、2006 年度に薬剤師養成教育を中心とする薬学科

と創薬科学研究者の養成を主な目的とした薬科学科の 2学

科制に改組した。また、新薬学教育制度への移行に伴って、

2010 年度には薬学研究科に薬科学専攻（修士課程）、2012

年度には薬学研究科を薬科学専攻と薬学専攻の 2専攻制と

して薬科学専攻博士課程 [前期（修士）課程 2 年、後期課

程 3 年] と薬学専攻博士課程（4 年）を設置した。 

 薬科学専攻博士前期（修士）課程及び博士後期課程では、

薬科学科の教育と連携し、高度な専門性に裏付けられた創

造的研究能力を有する国際性豊かな指導的研究者及び技

術者の育成を目的として教育研究指導を行っている。博士

前期（修士）課程は 2010 年度に開設され、6 大講座(機能

分子学大講座、生命薬学大講座、医療薬剤学大講座、創薬

化学大講座、生体機能解析学大講座、薬物送達学大講座)

の 16 研究室の教員（教授、准教授、講師、助教）が教育

研究指導している。 

 薬学研究科薬学専攻博士課程は、高度専門医療人として

の高い学識と倫理観を有する指導的薬剤師及び研究者の

育成を目的としている。医療薬剤学大講座を構成する薬物

動態学、薬物治療学、臨床薬剤学の 3 研究室と、生命薬学

大講座の感染制御学研究室、実践薬学大講座を構成する実

践社会薬学研究室、薬局薬学研究室、病院薬学研究室、医

薬品情報学研究室、グローバル・レギュラトリー・サイエ

ンス研究室の 5研究室の教員が教育研究指導を担当してい

る。 

4）教員の業績評価等 

 任期制に基づく教員の業績審査の対象となる教育研究活動

は、そのほとんどが大学院における活動の評価である。任期制

導入の目的は、教員自身による資質向上の努力を引き出し、

大学全体を活性化することにある。また、若手教員（准教授、

講師、助教）を対象とした「学内特別研究費制度」及び「岐阜

大学と岐阜薬科大学との連携に関する協定書」に基づく「育

薬・創薬研究推進支援経費の公募」を実施し、研究活動に対

する意識や意欲、質の向上に努めるとともに、研究活動の推進

を支援している。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
「学内特別研究費制度」等の競争的研究費制度の導入は教員のモチベーションを高め、研究活動を

活発化するのに一定の効果があると考えられる。 

改善を要する点  
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学院設置基準 

① 

第八条（教員組織） 
 大学院には、その教育研究上の目的を達成するため、研究科及び専攻の規模並びに授与する
学位の種類及び分野に応じ、必要な教員を置くものとする。 
２ 大学院は、教員の適切な役割分担及び連携体制を確保し、組織的な教育が行われるよう特

に留意するものとする。 
３ 大学院の教員は、教育研究上支障を生じない場合には、学部、研究所等の教員等がこれを

兼ねることができる。 
４ 第七条の二に規定する研究科の教員は、教育研究上支障を生じない場合には、当該研究科

における教育研究を協力して実施する大学の教員がこれを兼ねることができる。 
５ 大学院は、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため、教員の構成が特定

の範囲の年齢に著しく偏ることのないよう配慮するものとする。 
６ 大学院は、二以上の校地において教育を行う場合においては、それぞれの校地ごとに必要

な教員を置くものとする。なお、それぞれの校地には、当該校地における教育に支障のない
よう、原則として専任の教授又は准教授を少なくとも一人以上置くものとする。ただし、そ
の校地が隣接している場合は、この限りでない。 

岐阜薬科大学学則 
第 7 条（職員） 
第 7条の 2(学長及び副学長) 

 
岐阜薬科大学大学院学則 
第 5 条（授業及び指導） 
第 6 条（研究科長） 
第 7 条（委員会） 

 
学生便覧 P4,26 

※ 教員の職務・資格等については、学校教育法第九十二条を参照すること 

② 

第九条（教員組織） 
 大学院には、前条第一項に規定する教員のうち次の各号に掲げる資格を有する教員を、専攻
ごとに、文部科学大臣が別に定める数置くものとする。 
一 修士課程を担当する教員にあつては、次の一に該当し、かつ、その担当する専門分野に関

し高度の教育研究上の指導能力があると認められる者 
イ 博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
ロ 研究上の業績がイの者に準ずると認められる者 
ハ 芸術、体育等特定の専門分野について高度の技術・技能を有する者 
ニ 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 

二 博士課程を担当する教員にあつては、次の一に該当し、かつ、その担当する専門分野に関
し、極めて高度の教育研究上の指導能力があると認められる者 
イ 博士の学位を有し、研究上の顕著な業績を有する者 
ロ 研究上の業績がイの者に準ずると認められる者 
ハ 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 

２ 博士課程（前期及び後期の課程に区分する博士課程における前期の課程を除く。）を担当す
る教員は、教育研究上支障を生じない場合には、一個の専攻に限り、修士課程を担当する教
員のうち前項第二号の資格を有する者がこれを兼ねることができる。 

岐阜薬科大学大学院研究指導
教員等の資格に関する内規 
 
岐阜薬科大学教員選考細則 
 
岐阜薬科大学における教員の
任期に関する規程 
 
岐阜薬科大学教員人事評価実
施要綱 
 

※ 専攻ごとに置くものとする教員の数については、平成十一年文部省告示第百七十五号を参
照すること 

③ 

第九条の二（一定規模数以上の入学定員の大学院研究科の教員組織） 
 研究科の基礎となる学部の学科の数を当該研究科の専攻の数とみなして算出される一個の専
攻当たりの入学定員が、専門分野ごとに文部科学大臣が別に定める数（以下「一定規模数」と
いう。）以上の場合には、当該研究科に置かれる前条に規定する教員のうち、一定規模数を超え
る部分について当該一定規模数ごとに一人を、大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八
号）第十三条に定める専任教員の数に算入できない教員とする。 

 

※ 一個の専攻当たりの入学定員の一定の数（「一定規模数」）については、平成十一年文部省
告示第百七十六号を参照すること   

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17ZBxdY5E_xr9KvX3D_EigxjAzUCvDNMf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17ZBxdY5E_xr9KvX3D_EigxjAzUCvDNMf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_2dTJKUZMvY0OOEz3gUARGj8HtSe9TAr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wCQzOpezaicnXfJH0oYFrQpkYlsXrFsH/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wCQzOpezaicnXfJH0oYFrQpkYlsXrFsH/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1C2q0NNFC4mIOfo_-n9nxb75mQsjsCP5P/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1C2q0NNFC4mIOfo_-n9nxb75mQsjsCP5P/view?usp=sharing
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 ハ 教育課程に関すること （①大学）                       

（１）自己点検・評価の実施状況 
 本学では、ディプロマ・ポリシー（以下、DP）に掲げた

人材を育成するため、2016 年度に策定したカリキュラム・

ポリシー（以下、CP）に基づき、教育課程を編成している。

教務委員会が教育課程及び授業科目を定期的に検証し、変

更の必要性がある場合には経営委員会、教授会での審議を

経て、学長が決定する体制となっている。 

1）入学者選抜 

アドミッションポリシー（以下、AP）に沿った学生を受

け入れるため、一般選抜及び特別選抜（推薦入学 A、推薦

入学 B）を実施している。一般選抜は公立大学中期日程で

行い、大学入試センター試験 5 教科 7 科目及び個別学力検

査として数学と理科の 2 科目を課している。入試問題は講

師以上の教員の中から学長が指名し、入学試験委員会の承

認された出題委員が作成する。特別選抜（推薦入学 A）で

は、総合試験（英語及び理科の基礎学力と理解力）を課し

て学力を確認するとともに、面接試験により学修意欲や医

療人としての適性等を総合的に評価している。特別選抜

（推薦入学 B）では、出願書類及び大学入試センター試験

の成績を総括して判定している。入学試験の結果は入学試

験委員会で合否判定の原案を作成して教授会で審議後、合

格者を学長が決定する体制となっている（H30.3教授会議事

録）。これら多様な選抜方法により、本学を第一志望とし、

高い向学心に溢れた優秀な学生が全国から入学している。 

2）教育課程の編成・授業など 

 年間の授業開講期間は、定期試験の期間を含めて 35 週

にわたる（学年暦）。各授業科目の授業は原則 12 週にわた

る期間を単位として行っているが、一部の講義、演習では

教育効果を上げるために集中講義の形式で行っている。 

 教育研究上の目的を達成するために、必修 92 科目と選択

40 科目を開講しており、体系的な教育課程の実施に向けた

カリキュラムマップを作成するとともに、履修科目をバラ

ンス良く選択できるように選択科目の組み合わせと時間

割を工夫している（シラバス、時間割）。基礎教育科目に

ついては、薬学の基礎となる自然科学系科目、幅広い教養

と豊かな人間性を涵養する多様な人文・社会科学系科目、

国際化と情報化社会に対応できる英語力を重視した外国

語科目で編成され、1、2 年次に履修する。専門教育科目につ

いては、薬学教育モデル・コアカリキュラムを基本とし、薬学一

般、有機化学系、物理化学系、生物化学系、衛生薬学系、医

療基礎薬学系、医療薬学系及び創薬学系に区分した薬学専 

門科目を低学年から高学年にかけて系統的に配し、継続性

のある専門教育課程を編成している。3 年次後期から、医

療薬学コースと創薬育薬コースに特色的な選択科目を配

している。特に、アドバンスト科目では学会発表における

準備、発表、質疑応答を取り入れた科目を配し、研究マイ

ンドの醸成に努めている。また、演習科目を中心にスモー

ルグループディスカッションや成果発表会を取り入れて

学習効果を高めると同時に、コミュニケーション能力やプ

レゼンテーション能力の向上も図っている。さらに、学び

の方向性と達成度を判断する評価ツールとしてルーブリ

ックを演習、実習や特別実習等に導入している。配属外の

コース選択科目については、自由科目として履修すること

が可能である。学生は、各学年で授業科目履修課程表に従

って授業を履修することが定められており（学則第 28条）、

履修科目数が大きく偏ることはない。授業科目の単位は、

1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授

業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して

算出している。授業の方法、内容及び授業計画はシラバス

に明記されており、入学年度の新入生ガイダンス時に配

布・説明される。さらに、各科目の 1 回目の授業開始時に、

担当教員が授業計画と成績評価の資料を配布・説明し、学

生に周知している。特別実習は、研究室における実験研究、

ゼミ、卒業論文発表会の内容などを併せて評価している。

さらに 2017 年度入学生から、卒業研究の評価にルーブリ

ックを導入し、卒業論文の提出を義務づけ、これらを含め

て総合評価することになった。 

3）成績評価基準・卒業認定要件 

卒業の要件は岐阜薬科大学学則第 36 条に定められ、学

生便覧への記載と毎年 4月に開催されるガイダンスでの説

明により学生に周知している。学修の成果は、各授業科目

の到達目標に合わせ、定期試験、レポート、履修態度など

評価基準によって、客観的かつ厳格に評価される。学修の

成果に係わる評価項目別配点及び評価基準はシラバスに

記載されている。年度末に進級判定会議が開催され、学則

に定められた進級要件を満たすか否かを確認の上、進級の

可否が決定される。留年した学生には、該当科目担当者と

担任とアドバイザーのダブル担任制度により教育支援を

行っている。卒業認定要件を満たす学生には、教授会の議

を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授与している。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
学生の主体的な学習態度を養うため、スモールグループディスカッションや成果発表会を複数の演

習科目に取り入れ、学びの方向性と達成度をルーブリック評価している。 

改善を要する点 
アドバイザー制度等で留年生への支援が行われているが、専門部署を配置するなどして、学生の留

年を防ぐ取組みが必要である。   

https://drive.google.com/file/d/16cEkzuspAuxquHqgkq4zD886J-SFXuGb/view?pli=1
https://drive.google.com/file/d/16cEkzuspAuxquHqgkq4zD886J-SFXuGb/view?pli=1
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学設置基準 

① 

第二条の二（入学者選抜） 
 入学者の選抜は、公正かつ妥当な方法により、適切な体制を整えて行うものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 13条,14 条 

岐阜薬科大学 HP＞学部入試 
岐阜薬科大学入試委員会規程 

※ 大学に入学できる者の資格については、学校教育法第九十条を参照すること 

② 

第十九条（教育課程の編成方針） 
 大学は、当該大学、学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するために必要な授業科
目を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 
２ 教育課程の編成に当たつては、大学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するととも

に、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮し
なければならない。 

岐阜薬科大学学則 
 第 26,27 条 
岐阜薬科大学 HP＞カリキュラ
ムマップ 
学生便覧 P6,13-15 
学部シラバス P3,10-12 
 ※ 学位規程については、学位規則第十三条を参照すること 

③ 

第二十条（教育課程の編成方法） 
 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを各年次に配当し
て編成するものとする。 

岐阜薬科大学学則 
 第 26,27 条 
学生便覧 P6,13-15 
学部シラバス P10-12 

④ 

第二十一条（単位） 
 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 
２ 前項の単位数を定めるに当たつては、一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要とする

内容をもつて構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業
時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 
一 講義及び演習については、十五時間から三十時間までの範囲で大学が定める時間の授業
をもつて一単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、三十時間から四十五時間までの範囲で大学が定める時
間の授業をもつて一単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授
業については、大学が定める時間の授業をもつて一単位とすることができる。 

三 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用に
より行う場合については、その組み合わせに応じ、前二号に規定する基準を考慮して大学
が定める時間の授業をもつて一単位とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これ
らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要
な学修等を考慮して、単位数を定めることができる。 

岐阜薬科大学学則 
 第 33,36 条 
 
学生便覧 P7 
 
学部シラバス P8 

⑤ 
第二十二条（一年間の授業時間） 
 一年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、三十五週にわたることを原則とする。 

学年暦 
岐阜薬科大学学則 
 第 2 章 

⑥ 

第二十三条（各授業科目の授業時間） 
 各授業科目の授業は、十週又は十五週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、
教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげることができると認められる場合は、この限
りでない。 

学年暦 
時間割 
学部シラバス 

⑦ 

第二十五条（授業の方法） 
 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行
うものとする。 
２ 大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度

に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 
３ 大学は、第一項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多

様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい
ても、同様とする。 

４ 大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第一項の授業の一部を、校舎及び附属
施設以外の場所で行うことができる。 

岐阜薬科大学学則 
 第 26,27 条 

 
学生便覧 P6,13-15 
 
学部シラバス P10-12 

⑧ 

第二十五条の二（成績評価基準等の明示等） 
 大学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあらかじめ明示す
るものとする。 
２ 大学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たつては、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがつて適切
に行うものとする。 

岐阜薬科大学学則 
 第 37 条 
 
学生便覧 P7 
 
学部シラバス P8,16-298 
 ※ 卒業の要件については、大学設置基準第三十二条、学校教育法施行規則第百四十七条を参

照すること 

⑨ 

第二十七条（単位の授与） 
 大学は、一の授業科目を履修した学生に対しては、試験の上単位を与えるものとする。ただ
し、第二十一条第三項の授業科目については、大学の定める適切な方法により学修の成果を評
価して単位を与えることができる。 

岐阜薬科大学学則 
 第 33 条 
学生便覧 P7 
学部シラバス P8-9 

⑩ 

第二十七条の二（履修科目の登録の上限） 
 大学は、学生が各年次にわたつて適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が
修得すべき単位数について、学生が一年間又は一学期に履修科目として登録することができる
単位数の上限を定めるよう努めなければならない。 
２ 大学は、その定めるところにより、所定の単位を優れた成績をもつて修得した学生につい

ては、前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。 

岐阜薬科大学学則 
第 28条 

岐阜薬科大学学修規程内規 
第 10条 

学生便覧 P6,22 
学部シラバス P8    

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/admissions/faculty/
https://drive.google.com/open?id=1SESI45k-5DmXMpNSmoPdcuVcu6RXDvsZ
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/undergraduate/medicine/
http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/undergraduate/medicine/
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/119JQokWOgICYQz0sMCCHqhOooOYBVkDc/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/119JQokWOgICYQz0sMCCHqhOooOYBVkDc/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLFVc7Q48X8DZBiz0RrjedK87IZr0z-Z/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14WRFmx6qdjTeJo-rBQg4iBCHBYq4fyGs/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14WRFmx6qdjTeJo-rBQg4iBCHBYq4fyGs/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
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 ハ 教育課程に関すること （②大学院）                      

（１）自己点検・評価の実施状況 
本学大学院では、教育課程に関する事項は大学院委員会

で検討後、経営委員会と研究科委員会の審議を経て、学長

が決定する体制となっている。 

1）入学者選抜 

入学者選抜に関しては、博士前期（修士）課程及び博士

後期課程（薬科学専攻）、博士課程（薬学専攻）の 3 つの

課程の入学試験を実施している。 

博士前期（修士）課程では、推薦選抜と一般選抜を実施

し、推薦選抜では口述試験と学業成績証明書及び推薦書を

総合して評価、一般選抜では学力検査（専門科目・英語）

及び面接の結果を総合して評価している（学生募集要項）。

学力検査の入試問題は、研究科委員会の委員から学長が指

名し、研究科委員会の承認を経た出題委員が作成する。博

士後期課程及び博士課程においては、出願書類の審査に加

えて、学力検査（プレゼンテーションと質疑）及び面接の

結果を総合し、入学試験評価基準に基づき評価している。

プレゼンテーションや面接は研究科委員会の全委員が評

価する。入学試験の結果は研究科委員会で審議後、合格者

を学長が決定する体制となっている（R1.7 研究科委員会議

事録）。その他、2019 年度には転入学試験（転入学選考要

項）や博士前期（修士）課程一般選抜の外国人特別選抜も

実施する等、多様な入学試験を実施しており、研究意欲の

高い優秀な学生が多く入学している。 

2）教育課程の編成・授業等 

教育課程の編成方針について、教育上の目的を達成する

ために、授業科目としての必修科目並びに選択科目、担当

教員による研究指導「特別実験」を配している（大学院シ

ラバス）。指導教員の資格は、「大学院指導教員等の資格に

関する内規」の基準に従って認定している。博士前期（修

士）課程では、研究者、技術者としての倫理観及び国際化

への対応を目的とした「研究開発学概論」並びに「英語プ

レゼンテーション」を必修の基礎科目とし、専門選択科目

を化学・物理・生物・臨床系の A～D 群の各分野に分類し、

各分野から 1 科目以上を選択し、幅広い学識を身に付けら

れるようにしている。博士後期課程では、学位論文作成に

向けた実験を主体とする「薬科学特別研究」とともに、創

薬の基本 3 要素（探索・評価、合成及び薬物送達）やレギュ

ラトリーサイエンスに関する高度な専門知識を体系的に修得で

きる専門選択科目を設けている。博士課程では、将来、専門 

的職能を有する高度医療人たる薬剤師、専門薬剤師、薬学

研究者として指導的役割を担う人材を育成することを目

標として、語学系並びに「最新医療情報学」などの基礎科

目及び「専門薬剤師特論」等の医療薬学の専門科目を設け

ている。 
薬科学専攻では、創薬化学、生体機能解析学、薬物送達

学、生命分子薬学、機能分子学等の基礎薬学領域について

幅広く研究を行っている。一方、薬学専攻では、臨床的な

課題の解決に向けた研究、薬と疾病に関する基礎的研究等

の医療薬学領域から社会に貢献する研究を行う。これらの

研究に立脚した教育を通して、自立して創造的研究活動を

遂行するために必要な研究能力を身に付け、専門的職能を

有する臨床薬剤師、薬学研究者として指導的役割を担う人

材を育成している。 
3）成績評価基準・修了認定要件 

成績評価に関して、薬学研究科で開講される授業は学部

同様、すべて単位化されており、単位の計算方法は学部で

の計算方法を準用することとしている（岐阜薬科大学大学

院学則第 27 条）。毎年 4 月には研究科長がガイダンスを行

い、1 年間の授業計画を説明し、学生は教務厚生課におい

て履修申告を行っている（ガイダンス資料）。また、各講

義の開催 1 ヶ月前までに講義概要資料を配布し、1 回目の

講義時に学習成果の評価基準を説明することにより、学生

が自ら学び理解を深め、講義内容を各々の研究に展開でき

るように便宜を図っている。これらの指導の成果と演習指

導の成果を確認した上で単位認定がなされる（岐阜薬科大

学大学院学則第 36 条、第 37条、第 38 条、第 38 条の 2）。

現在、学位論文の作成等に対する教育研究指導計画書の策

定に向け、検討している。 

博士前期（修士）課程の学位審査では、岐阜薬科大学学位

規程に従い、指導教授が主査を務め、研究指導教員と認め

られた教員から 2 名以上の副査が任命され、審査を行う。

博士後期課程と博士課程では、研究科委員会の構成員の中

から主査 1 名、副査 2 名以上を学長が指名し、博士論文提

出後、書類審査、学力検査を経て、1 ヶ月以上の審査期間

をかけて審査を行う。研究科委員会はその報告に基づき審

査し、学位（博士）授与を決定する（R1.8 研究科委員会議

事録）。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
多様化する大学院進学希望者に対し、卒後進路も踏まえた教育・研究体制を構築して授業形態も柔

軟に対応することにより、社会人学生の入学確保に結びついている点は評価できる。 

改善を要する点 シラバス等に学位論文の審査項目及び評価基準を記載されることが望ましい。 

  

https://drive.google.com/file/d/1ywd6fkzFT4a9BdeTFmrVA2S39-6Z_I8y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ywd6fkzFT4a9BdeTFmrVA2S39-6Z_I8y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11AbqvTB5lj1afQKQVW8sk4SC5LFKk75N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11AbqvTB5lj1afQKQVW8sk4SC5LFKk75N/view?usp=sharing
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学院設置基準 

① 

第一条の三（入学者選抜） 
 入学者の選抜は、公正かつ妥当な方法により、適切な体制を整えて行うものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 15条 

岐阜薬科大学経営委員会規程 
学生便覧 P28 
募集要項 

薬科学専攻前期課程（推薦） 
薬科学専攻前期課程（一般） 
薬科学専攻後期課程 
薬学専攻後期課程 
転入学選考要項 

② 

第十一条（教育課程の編成方針） 
 大学院は、当該大学院、研究科及び専攻の教育上の目的を達成するために 
必要な授業科目を自ら開設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」と
いう。）の計画を策定し、体系的に教育課程を編成するものとする。 
２ 教育課程の編成に当たつては、大学院は、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を

修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮
しなければならない。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 23条,24 条,25 条 

 
学生便覧 
 
大学院シラバス P4-5,30-32 

※ 学位規程については、学位規則第十三条を参照すること 

③ 
第十二条（授業及び研究指導） 
 大学院の教育は、授業科目の授業及び研究指導によつて行うものとする。 

同上 

④ 

第十三条（研究指導） 
 研究指導は、第九条の規定により置かれる教員が行うものとする。 
２ 大学院は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院又は研究所等において必要な研

究指導（共同教育課程を編成する専攻の学生が当該共同教育課程を編成する大学院において
受けるもの及び国際連携教育課程を編成する専攻の学生が当該国際連携教育課程を編成する
大学院において受けるものを除く。以下この項において同じ。）を受けることを認めることが
できる。ただし、修士課程の学生について認める場合には、当該研究指導を受ける期間は、
一年を超えないものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 23条,33 条 

学生便覧 P29-30 
指導教員一覧(各募集要項内) 
 薬科学専攻前期課程（推薦） 
 薬科学専攻前期課程（一般） 
 薬科学専攻後期課程 
 薬学専攻後期課程 
岐阜薬科大学大学院指導教員
等の資格に関する内規 
 

⑤ 

第十四条の二（成績評価基準等の明示等） 
 大学院は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の授業及び研究指
導の計画をあらかじめ明示するものとする。 
２ 大学院は、学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たつては、客観性及

び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準
にしたがつて適切に行うものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 30条 

学生便覧 P29 
大学院シラバス P4-62 
大学院ガイダンス資料 
岐阜薬科大学学位規程 
岐阜薬科大学博士の学位授与
申請等の手続に関する内規 
 

※ 修士課程及び博士課程の修了要件については、大学院設置基準第十六条・第十七条、学位
規則第三条・第四条を参照すること 

⑥ 

第十五条（大学設置基準の準用） 
 大学院の各授業科目の単位、授業日数、授業期間、授業を行う学生数、授業の方法及び単位
の授与、他の大学院における授業科目の履修等、入学前の既修得単位等の認定、長期にわたる
教育課程の履修並びに科目等履修生等については、大学設置基準第二十一条から第二十五条ま
で、第二十七条、第二十八条第一項（同条第二項において準用する場合を含む。）、第三十条第
一項及び第三項、第三十条の二並びに第三十一条（第三項を除く。）の規定を準用する。この場
合において、第二十八条第一項中「六十単位」とあるのは「十単位」と、同条第二項中「及び
外国の」とあるのは「、外国の」と、「当該教育課程における授業科目を我が国において」とあ
るのは「当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合及び国際連合大学本部
に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和五十一年法律第七十二
号）第一条第二項に規定する千九百七十二年十二月十一日の国際連合総会決議に基づき設立さ
れた国際連合大学（第三十五条第一項において「国際連合大学」という。）の教育課程における
授業科目を」と、第三十条第三項中「前二項」とあるのは「第一項」と、「第二十八条第一項（同
条第二項において準用する場合を含む。）及び前条第一項により当該大学において修得したもの
とみなす単位数と合わせて六十単位」とあるのは「十単位」と、第三十条の二中「修業年限」
とあるのは「標準修業年限」と、「卒業」とあるのは「課程を修了」と読み替えるものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第24条-30条,33条,36条,49
条 

 
岐阜薬科大学大学院学則細則 
 
学生便覧 P29,30,39-41 
 
大学院シラバス P4-62 

  

https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1QRTANZaRksETfKfnMVTkeMbgVMhfrCxf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/06/R2master_suisen_youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/R2master_ippan_youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/R2doctor_yakukagaku_hakasekouki__youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/R2doctor_yakugaku_hakase__youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/R1daigakuin_tennyugaku.pdf
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xu6EIKPUv9q4LxCfZ5OMs0W9-r9uQxfz/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/06/R2master_suisen_youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/R2master_ippan_youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/R2doctor_yakukagaku_hakasekouki__youkou.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/R2doctor_yakugaku_hakase__youkou.pdf
https://drive.google.com/file/d/17ZBxdY5E_xr9KvX3D_EigxjAzUCvDNMf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17ZBxdY5E_xr9KvX3D_EigxjAzUCvDNMf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xu6EIKPUv9q4LxCfZ5OMs0W9-r9uQxfz/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11gPbGVZHwEimNhrDGGjoIInv9vJf35Ub/view?usp=sharing
https://drive.google.com/open?id=1iki50hRcxBfJlW_WWG6x32aDwDyppJ7n
https://drive.google.com/file/d/13fO3BuJQdTvFBmo0cL7evkjYWHYnEZS9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/13fO3BuJQdTvFBmo0cL7evkjYWHYnEZS9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1izNv8eJNzpl_cokAfcLGEbZPfIeGUSD7/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xu6EIKPUv9q4LxCfZ5OMs0W9-r9uQxfz/view?usp=sharing
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 ニ 施設及び設備に関すること                           

（１）自己点検・評価の実施状況 
 教育研究等環境の整備に関する方針は、岐阜薬科大学学

則及び岐阜薬科大学大学院学則第 1 条に教育研究の目的

を、第 4 章にその目的達成の方法を定めている。本学では、

これらの方針に基づき、教育研究等の環境の整備を図って

きた。薬学教育 6 年制実施に伴う 5 、6 年次学部学生数の

増加に対応するため、2010 年度に国立大学法人岐阜大学

の医学部敷地内に本部キャンパスを建設し、大学本部機能

を移した。現在、三田洞キャンパスと並行して運用してい

る。両キャンパスの校地総面積は 43,312 ㎡、校舎面積は

26,224 ㎡、講義室・実習室・実験室・自習室の総数は 47、

それらの総面積は 7,340 ㎡であり、大学設置基準に定めら

れた校地面積及び校舎面積を満たしている。また、充分な

数及び規模の講義室が確保されており、小人数教育にも活

用している。校舎の敷地には学生が休息やその他に利用す

るのに適切な空地も有している。 

本部キャンパスはバリアフリー設計で、4年次以上の学

部学生及び大学院学生の講義、実習を実施している。研究

室のほか、講義室、実務実習室及び研究機器室を設置して

いる。研究機器室の共用研究機器は、中長期計画に基づい

て更新、充実を常に図っている。また、第2講義室（150人

収容）では、各机に情報端末が配置され、コンピューター

（以下、PC）を使用した講義、CBT の実施（PC 70 台を準

備）等を可能にしている。実務実習室は無菌製剤、注射剤

調剤、調剤、TDM実習室等を備えており、実習等で必要な

機械、器具及び標本等は学生の指導に必要な種類、数を十

分に備えている。各研究室には教員及び学生専用の居室を

設備しているが、十分なスペースが確保されているとは言

い難い。一方、2、3階の談話コーナー、3～6階の調理スペ

ース、3階建物中央のハーバルガーデン等、充分な休憩ス

ペースを確保している。また、保健管理センターを設置し、

専任職員を配置して学生の健康管理等を行っている。さら

に、定期的に専門家によるカウンセリングを受ける機会を

設けている（岐阜薬科大学保健管理センター規程）。岐阜

大学との連携により、生協の売店、食堂及び図書館等の施

設の利用が許容されている。 

三田洞キャンパスでは、3 年次までの学部学生の講義、

実習を実施している。本館、別館、教育研究総合センター、

体育館、グラウンド等を保有している。施設内には、講義

室、実習室、講堂、図書館、RI 施設、学生食堂等を設備し

ている。また、村山記念情報教育センターを設置し、45 台

の PC を用いた情報教育を実施している。さらに、基礎教育大 

講座等の教員居室を設置している。また、運動系・文化系

クラブ部室に加え、部活動に使用する弓道場、テニスコー

ト等も整備、活用されている。本部キャンパス同様、保健

管理センターを設置し、専任職員を配置して学生の健康管

理等を行っている。なお、校舎は建設後時間を経ているた

め、2011〜2012年に耐震補強工事を実施した。 

図書館は三田洞キャンパスに設置している。その面積は 

890 ㎡で、1 階部分は書庫、2 階部分に受付、事務室、図

書閲覧室、文献調査室等が配置されている。閲覧室には一

般書籍を収蔵した書架と約 66 席の閲覧スペース、PC 23 

台が設置された情報検索スペースを設けている。文献調査

室には文献検索用 PC 1 台及び 24 席のスペースを確保して

いる。本部キャンパスの図書閲覧室では新着雑誌等が閲覧

できる。近年、海外学術雑誌の電子化を進め、70 誌の内 69

誌を電子ジャーナル化し、教育研究に支障を来さないよう

に配慮している。図書閲覧室に隣接する情報検索室には PC

を 12 台設置、活用されている。また、データベースとして

SciFinder 及び J&H を導入している。司書の資格を有する

専任職員（嘱託）が 2 名、アルバイトが 2 名配置され、

業務を担当している。開館時間は平日の 9:00～17:00 であ

るが、平日の 17:00～20:00、土曜日の 9:00～16:30 には学

生の自主学習のために時間外使用を認めている（図書館時

間外利用要綱）。しかし、開館時間の更なる延長を求める声

が学生から多く上がっているため、この点は今後の検討課

題である。蔵書冊数は和書 40,545 冊、洋書 29,808 冊の

計 70,353 冊、所蔵雑誌種数は和雑誌 596 種、洋雑誌 432

種の計 1,028 種である。また、他施設との連携を深めるた

め、種々の図書館協議会に加え大学図書館コンソーシアム

連合に参加している。さらに、学位論文及び各研究室の業

績等を中心に機関リポジトリを構築している。 

岐阜薬科大学附属薬局は、岐阜大学附属病院に隣接して

設置されている。処方箋応需業務を実施するとともに、学

生実習、卒後教育、実務家教員の研鑽の場として活用して

いる。また、薬草園では約 700 種の薬用植物を栽培、学生

の教育のほか、広く市民にも公開している。 

なお、2 つに分かれているキャンパスの課題を解消し、

本部キャンパス近接地（南側整備候補地）に統合するため、

キャンパス整備推進会議を設置して規模や要望等を整理

し、キャンパス整備に反映させることとしている。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
実務実習室は十分に活用され、附属薬局とともに成果を上げている。また、両キャンパスに保健管

理センターを設置し、専任職員を配置して学生の健康管理を実施できている。 

改善を要する点 
各研究室に学生専用及び教員の居室を設備しているが、充分なスペースが確保されていない。また、

図書館の開館時間に関して延長を求める声が多いため、それらの改善が望ましい。   
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学設置基準 

① 

第三十四条（校地） 
 校地は、教育にふさわしい環境をもち、校舎の敷地には、学生が休息その他に利用するのに
適当な空地を有するものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、大学は、法令の規定による制限その他のやむを得ない事由によ

り所要の土地の取得を行うことが困難であるため前項に規定する空地を校舎の敷地 
に有することができないと認められる場合において、学生が休息その他に利用するため、適当

な空地を有することにより得られる効用と同等以上の効用が得られる措置を当該大学が講じ
ている場合に限り、空地を校舎の敷地に有しないことができる。 

３ 前項の措置は、次の各号に掲げる要件を満たす施設を校舎に備えることにより行うものと
する。 

一 できる限り開放的であつて、多くの学生が余裕をもつて休息、交流その他に利用できるも
のであること。 

二 休息、交流その他に必要な設備が備えられていること。 

岐阜薬科大学 HP＞施設概要 
  
 
学生便覧 P142-155 施設配置
図 
 

※ 必要な校地の面積については、大学設置基準第三十七条を参照すること 

② 

第三十五条（運動場） 
 運動場は、教育に支障のないよう、原則として校舎と同一の敷地内又はその隣接地に設ける
ものとし、やむを得ない場合には適当な位置にこれを設けるものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、大学は、法令の規定による制限その他のやむを得ない事由によ

り所要の土地の取得を行うことが困難であるため前項に規定する運動場を設けることができ
ないと認められる場合において、運動場を設けることにより得られる効用と同等以上の効用
が得られる措置を当該大学が講じており、かつ、教育に支障がないと認められる場合に限り、
運動場を設けないことができる。 

３ 前項の措置は、原則として体育館その他のスポーツ施設を校舎と同一の敷地内又はその隣
接地に備えることにより行うものとする。ただし、やむを得ない特別の事情があるときは、
当該大学以外の者が備える運動施設であつて次の各号に掲げる要件を満たすものを学生に利
用させることにより行うことができるものとする。 

一 様々な運動が可能で、多くの学生が余裕をもつて利用できること。 
二 校舎から至近の位置に立地していること。 
三 学生の利用に際し経済的負担の軽減が十分に図られているものであること。 

岐阜薬科大学 HP＞運動場・そ
の他施設 
  

③ 

第三十六条（校舎施設等） 
 大学は、その組織及び規模に応じ、少なくとも次に掲げる専用の施設を備えた校舎を有する
ものとする。ただし、特別の事情があり、かつ、教育研究に支障がないと認められるときは、
この限りでない。 

一 学長室、会議室、事務室 
二 研究室、教室（講義室、演習室、実験・実習室等とする。） 
三 図書館、医務室、学生自習室、学生控室 

２ 研究室は、専任の教員に対しては必ず備えるものとする。 
３ 教室は、学科又は課程に応じ、必要な種類と数を備えるものとする。 
４ 校舎には、第一項に掲げる施設のほか、なるべく情報処理及び語学の学習のための施設を

備えるものとする。 
５ 大学は、校舎のほか、原則として体育館を備えるとともに、なるべく体育館以外のスポー

ツ施設及び講堂並びに寄宿舎、課外活動施設その他の厚生補導に関する施設を備えるものと
する。 

６ 夜間において授業を行う学部（以下「夜間学部」という。）を置く大学又は昼夜開講制を実
施する大学にあつては、研究室、教室、図書館その他の施設の利用について、教育研究に支
障のないようにするものとする。 

岐阜薬科大学 HP＞本部施設 
 
岐阜薬科大学 HP＞三田洞キャ
ンパス施設 
 
岐阜薬科大学保健管理センタ
ー規程 

 
岐阜薬科大学 HP＞体育館・そ
の他施設 
 
岐阜薬科大学 HP＞薬草園・子
ノ原川島演習園 
  

※ 必要な校舎の面積及び設置する学部または学科ごとに必要な附属施設については、大学設
置基準第三十七条の二・第三十九条・別表第三を参照すること 

※ 大学院を置く場合、大学院設置基準第十九条・第二十二条も参照すること 
※ 二以上の校地において教育研究を行う場合、大学設置基準第四十条の二、大学院設置基準

第二十二条の二を参照すること 

④ 

第三十八条（図書等の資料及び図書館） 
 大学は、学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要
な資料を、図書館を中心に系統的に備えるものとする。 
２ 図書館は、前項の資料の収集、整理及び提供を行うほか、情報の処理及び提供のシステム

を整備して学術情報の提供に努めるとともに、前項の資料の提供に関し、他の大学の図書館
等との協力に努めるものとする。 

３ 図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を
置くものとする。 

４ 図書館には、大学の教育研究を促進できるような適当な規模の閲覧室、レフアレンス・ル
ーム、整理室、書庫等を備えるものとする。 

５ 前項の閲覧室には、学生の学習及び教員の教育研究のために十分な数の座席を備えるもの
とする。 

岐阜薬科大学 HP＞附属図書館 
 
学生便覧 
 
岐阜薬科大学付属図書館規程 
 
岐阜薬科大学付属図書館時間
外利用要綱 
 
 

※ 大学院を置く場合、大学院設置基準第二十一条も参照すること 

⑤ 

第四十条（機械、器具等） 
 大学は、学部又は学科の種類、教員数及び学生数に応じて必要な種類及び数の機械、器具及
び標本を備えるものとする。 

岐阜薬科大学 HP＞研究施設・
設備 
  

※ 大学院を置く場合、大学院設置基準第二十条も参照すること   

http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/main/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/main/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
https://drive.google.com/file/d/1DpFWAJGiS7GKQyepR24WEEMQ3e3X1wv4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1DpFWAJGiS7GKQyepR24WEEMQ3e3X1wv4/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/mitahora/
http://yakusou.gifu-pu.ac.jp/intro/%E5%AD%90%E3%83%8E%E5%8E%9F%E5%B7%9D%E5%B3%B6%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%BC%94%E7%BF%92%E5%9C%92/
http://yakusou.gifu-pu.ac.jp/intro/%E5%AD%90%E3%83%8E%E5%8E%9F%E5%B7%9D%E5%B3%B6%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%BC%94%E7%BF%92%E5%9C%92/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/library/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/campus/library/
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1D5qgMYScGl4gpcunDItdvOiCqRl0mtlw/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1D5qgMYScGl4gpcunDItdvOiCqRl0mtlw/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1x8ohtFZHLYHkbn0hgw3zDI69XC491pfL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1x8ohtFZHLYHkbn0hgw3zDI69XC491pfL/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/research/support/equipment/
http://www.gifu-pu.ac.jp/research/support/equipment/
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 ホ 事務組織に関すること                              

（１）自己点検・評価の実施状況 
1）事務局の体制 

本学では、岐阜薬科大学条例第 8 条及び岐阜薬科大学処

務規則第 4 条に則り、事務局を設置している。事務局内に

は教職員の福利厚生・保健衛生、予算、決算や諸納入金の

出納、施設・設備の管理や庶務等を所管する庶務会計課、

教務、補導、就職指導、学生の福利厚生・保健衛生等を所

管する教務厚生課を設けている。事務局には事務職員及び

技術職員（嘱託員を含む）を配置し、各課に分掌された業

務を担当している。その他、各研究室に嘱託員を 1 名ずつ

配置し、研究室の事務業務等を介して研究室運営の補助を

している。さらに、附属施設（附属図書館、附属薬局やグ

リーンファーマシー教育推進センター）にも職員又は嘱託

員を配置して、教員と連携しつつ大学の運営・管理にも協

力している。2019 年 5 月 1 日現在の各組織の職員（嘱託員

を含む）の配置状況を以下に示す。 

 

 
 

事務局では、庶務会計課、教務厚生課合同で、大学全般

における課題を中心に問題の共有化を図り、職員間の連携

と調整を密にするように努めている。本学には本部キャン

パスと三田洞キャンパスがあるが、両キャンパスに職員を

適材適所に配置し、教員と協働して全学生のケアにあたっ

ている。また、職員には人事考課に基づく適正な業務評価

が行われており、スタッフ・デベロップメント（以下、SD）

についても市などが実施する職場研修や階層別研修などに

参加し、資質の向上に努めている。学内に設置された各種 

委員会にも事務局職員が配置されて委員会の運営、資料作

成、各種手続き等、委員会活動の運営や教員との情報共有

が円滑に行える体制を整えている。 

 事務局職員は岐阜市の定期的な人事異動で配属される

岐阜市職員であるため、大学事務員としての専門性が育ち

にくく、定期的な異動等により業務の継続性が維持しにく

い。これらの問題を解消するため、事務局職員の専門性や

継続性を活かして教員と協働する体制の構築方法を模索

している。 

2）厚生補導の組織 

本学における厚生補導組織として、①教務厚生課（学生

の修学補助や部活動等の支援）、②担任・アドバイザー（教

員による学生の学習や生活面の支援）、③学生委員会（自

治会や部活動などの活動支援）（②と③については「ヌ イ

からリまでに掲げるもののほか、教育研究活動に関するこ

と」を参照）及び④保健管理センターを配置している。 

保健管理センターは、岐阜薬科大学保健管理センター規

程に基づき、各キャンパスに常勤職員各 1 名を配置して応

急措置などの対応体制を敷いているほか、学校医、学校薬

剤師、カウンセラー等を配し、定期及び臨時の健康診断、

健康相談・指導、精神衛生に関する相談・助言等を実施し

ている。2019 年度には学校医による定期的な保健指導に

加えて、メンタルクリニックの医師と臨床心理士によるお

よそ月に 1-2 回ずつのカウンセリングを実施した。また、

これまで有償で行っていた感染症抗体検査について 2019

年度より無償化（入学時に 1回、2019 年度のみ 1～4 年次

対象）した。なお、抗体検査の結果に基づくワクチン接種

については大学後援会による一部費用補助制度も開始し、

早期のワクチン接種を啓発した。 

3）社会的及び職業的自立を図るための体制 

就職指導は、副学長主導のもとで基本的に各研究室の教

員の指導下で学生の希望と適性に応じてきめ細かく行ってい

る。大学に寄せられる就職情報については、基本的に教務厚

生課が取りまとめて学生掲示板等を介して周知し 5 年次及び

博士前期（修士）課程 1年次を対象とした年 3回の学生ガイダ

ンス（2019年度は 5月、11月と 2月）と本学卒業生による就職

説明会（2019年度は 4月）を実施している。これらの就職支援

により、学生のほとんどが希望する職種（製薬企業、地方自治

体、病院薬剤師や薬局薬剤師など）に就職できている。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 

2 つのキャンパス間、教員と職員間の密な連携と学生に対する学習・生活面のケア体制の充実により

適切な福利厚生ができている。また、感染症の抗体検査を無償で実施し、ワクチン補助制度を整備

した点は評価できる。 

改善を要する点 
岐阜市職員である事務局職員は定期的に異動するため、事務局としての専門性及び業務の継続性を

確保できるような仕組みづくりを確立することが課題である。   

(2名）

保健管理ｾﾝﾀｰ(嘱託員1名)

保健管理ｾﾝﾀｰ(嘱託員1名)

本部(職員9名+嘱託員2名)

三田洞ｷｬﾝﾊﾟｽ(職員2名+嘱託員1名)事務局長

(教授兼務） （教授兼務）

ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｰﾏｼｰ教育推進ｾﾝﾀｰ長　教授（1名）

(副手1名＋嘱託員2名）
（教授兼務）

附属図書館長 附属図書館（嘱託員2名）
（教授兼務）

教務厚生課 本部(職員3名+嘱託員2名)

庶務会計課

三田洞ｷｬﾝﾊﾟｽ(職員2名)

学長 副学長 附属薬局長

嘱託員17名

附属薬局（職員1名＋嘱託員5名）

教授 准教授 講師 助教
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学設置基準 

① 
第四十一条（事務組織） 
 大学は、その事務を遂行するため、専任の職員を置く適当な事務組織を設けるものとする。 

岐阜薬科大学処務規則 
第 4 条 

② 

第四十二条（厚生補導の組織） 
 大学は、学生の厚生補導を行うため、専任の職員を置く適当な組織を設けるものとする。 

岐阜薬科大学処務規則 
第 4 条 
 

学生便覧 
P126-127 
 

③ 

第四十二条の二（社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を培うための体制） 
 大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質を向上させ、
社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を通じて培う
ことができるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとする。 

岐阜薬科大学処務規則 
第 4 条 

 
学生便覧 
P126-127,P129,P134-140 
 

 大学院設置基準 

④ 
第四十二条（事務組織） 
 大学院を置く大学には、大学院の事務を遂行するため、適当な事務組織を設けるものとする。 

岐阜薬科大学処務規則 
第 4 条 
   

https://drive.google.com/file/d/1izSTr6rUh0G6JfLOoaA_QmqV9SWcqZJp/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1izSTr6rUh0G6JfLOoaA_QmqV9SWcqZJp/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1izSTr6rUh0G6JfLOoaA_QmqV9SWcqZJp/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1izSTr6rUh0G6JfLOoaA_QmqV9SWcqZJp/view?usp=sharing
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 ヘ 卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入学者の受入れに関する方針に関すること  

（１）自己点検・評価の実施状況 
＜学部＞ 

基本理念と教育目標に基づいた薬学専門職業人を育成

するために、基礎教育科目と専門教育科目を有機的に関連

付け、1 年次から卒業年次まで効率的で一貫した教育課程

を編成し、人と環境にやさしい薬学教育を実施するべく CP

を設定している。医療薬学コースでは、薬剤師として医療

現場で必要な基礎知識・技能はもとより、実践力と研究力

が効果的に修得できる教育課程を編成し、創薬育薬コース

では、研究者・技術者・教育者として必要な基礎知識・技

能はもとより、医療に関する教養、研究現場で必要な実践

力と研究力が修得できる教育課程を編成している。CP の設

定を含むカリキュラム編成と実施については、教務委員会

において継続して検証しており、大幅な変更を伴う際は教

務委員会で原案を作成し、教授会での意見聴取後に学長が

決定する体制となっている。現行の CP は、2017 年度の本

学の 6 年制薬学科一本化に向け、2016 年度に教務委員会で

DP と CP の一貫性の確保に留意して原案を作成し、教授会

での意見聴取後を経て、学長が決定した（H28.12 教授会議

事録）。また、2019年 11 月に教務委員会で見直しの必要性

を審議した（R1.11 教務委員会議事録）。 

AP の設定を含む学生募集に関しては、入試委員会におい

て継続して検証しており、大幅な変更を伴う際は入試委員

会で原案を作成し、教授会での意見聴取後に学長が決定す

る体制となっている。最近では、学力の 3 要素を適切に評

価するため、入試委員会で作成した原案をもとに特別選抜

出願時に提出する志願理由書及び推薦書が改訂され

（H30.6 教授会議事録）、すべての入試区分において調査書

を活用することとした（H30.8 教授会議事録）。 

 卒業の要件は岐阜薬科大学学則第 36 条に定められ、教授

会構成員から成る卒業判定会議（最終年度の 2 月に開催）に

おいて規定の単位を修得していることが確認された学生に対

して卒業が認められる。現行の DPは、2017年度の本学 6年制

薬学科一本化に向け、2016 年度に教務委員会で原案が作成

され、教授会での意見聴取を経て学長が決定した（H28.12 教

授会議事録）。 

＜大学院＞ 

薬学専攻博士課程及び薬科学専攻博士課程（前期・後期）

の 2 課程で、それぞれ AP が設定されている。入学資格は

岐阜薬科大学大学院学則第 14 条に規定され、学生募集要

項及び学生便覧に記載されている。薬学専攻博士課程並び

に薬科学専攻博士後期課程の選抜では、出願書類（「研究

経過等要旨、修士学位論文要旨又は研究・開発業務等の概

要」、学業成績証明書、推薦書、「研究に対する抱負及び自

己アピール書」）の審査に加えて、学力検査（プレゼンテ

ーションと質疑）及び面接が実施される。また、薬科学専

攻博士前期（修士）課程では、学力検査（専門科目・英語）

及び面接が実施される。専門科目及び英語の入試問題は、

講師以上の教員の中から学長が指名し、研究科委員会の承

認を経た出題委員が作成する。最近では、AP に対応した入

学試験を実施するため、大学院委員会で学力検査（プレゼ

ンテーションと質疑）及び面接の評価基準の改定案が作成

され、研究科委員会での意見聴取を経て、学長が決定した

（R1.11 研究科委員会議事録）。 

薬学専攻博士課程及び薬科学専攻博士課程（前期・後期）

の 2 課程で、それぞれ CP が設定されている。各課程では、

高度な創薬・健康・環境科学の専門性のほか、関連分野の

幅広い基礎知識、広い視野、問題発見・解決能力、自己表

現・コミュケーション能力の醸成を目指した教育プログラ

ムになっている。また、単なる専門家ではなく、「実践力

を備え、即戦力となる研究者、技術者、高度医療人」とし

て、社会的ニーズの高い、創薬・健康・環境科学・医療薬

学の基礎研究、応用研究及び企画の分野での活躍が期待さ

れる人材育成を目指したカリキュラムが構築されている。 

 2 課程の修了要件は、それぞれ岐阜薬科大学大学院学則

第 37 条、第 38 条、第 38 条の 2 に定められている。論文

の審査は、学長が委嘱する主査及び 2 名の副査によって行

われ、学生の口頭発表及び主査、副査の審査結果の説明に

基づき、修士論文審査会議、学位（博士）論文審査会議に

て判定する体制となっている。 

 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
教務委員会を中心にして CP が定期的に点検及び改善され、教育の質向上に取り組んでいる点は評価

できる。 

改善を要する点 DP に基づいた総合的な能力を評価する基準を策定することが望ましい。 

  

https://drive.google.com/file/d/1-baVjUuqP8bd3Lr3gliT7_-kvOH6PNVQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-baVjUuqP8bd3Lr3gliT7_-kvOH6PNVQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kLfT_PvQ2Apm0QLRb2YpFd0YUalSNQxb/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1G2mVqKwp0VV_3oRcUY9Ii_f1aGfRbX-8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1VaZ4G1BIMAwLT_AZnx1c6zDa06PcuoQn/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ywd6fkzFT4a9BdeTFmrVA2S39-6Z_I8y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ywd6fkzFT4a9BdeTFmrVA2S39-6Z_I8y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/161oo_eQx5LTSXD0wI3gT9iPnlLwZSFV9/view?usp=sharing
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

学校教育法施行規則 

① 

第百六十五条の二 
 大学は、当該大学、学部又は学科若しくは課程（大学院にあつては、当該大学院、研究科又
は専攻）ごとに、その教育上の目的を踏まえて、次に掲げる方針（大学院にあつては、第三号
に掲げるものに限る。）を定めるものとする。 
一 卒業の認定に関する方針 
二 教育課程の編成及び実施に関する方針 
三 入学者の受入れに関する方針 
２ 前項第二号に掲げる方針を定めるに当たつては、同項第一号に掲げる方針との一貫性の確

保に特に意を用いなければならない。 

学生募集要項 
 
岐阜薬科大学学則 
 
岐阜薬科大学院学則 
 
学生便覧 
 
学部シラバス 
 
大学院シラバス 
 
岐阜薬科大学 HP ポリシー 
 薬学科 
 薬学研究科薬科学専攻 
 薬学研究科薬学専攻 
   

http://www.gifu-pu.ac.jp/admissions/faculty/general/
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xu6EIKPUv9q4LxCfZ5OMs0W9-r9uQxfz/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/undergraduate/medicine/#h29
http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/graduate/pharmacy/
http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/graduate/medicine/
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 ト 教育研究活動等の状況に係る情報の公表に関すること         

（1） 自己点検・評価の実施状況 
 本学では、岐阜薬科大学広報委員会規程に基づき、広報

委員会が中心となって、①広報及び情報発信に係る基本方

針の策定及び推進、②広報誌の編集及び発行、③HP の維

持・管理等を所掌し、広報活動及び情報公開を積極的に企

画・推進している。 

1）教育研究活動の公表 

 教育研究上の目的は、本学の理念と薬剤師養成教育に課

せられた使命を踏まえて設定されている。医療を取り巻く

環境や薬剤師に対する社会のニーズに応えられるように、

薬剤師や臨床薬学研究者に求められる知識・技能、人間性

と倫理観などを持ち合わせた人材を育成することを明確

にしている。教育研究上の目的は、HP、学生便覧、大学案

内、研究室紹介等に掲載し、学生を含む大学構成員に周知

するとともに、社会に公表している。 

 本学の近未来の基本方針について「教育」、「研究」、「地

域貢献」を大学の三つの柱として、全学的な議論を経て岐

阜薬科大学中長期計画 2025（VISION of GPU2025）を作成

し、HP において公表している。 

2）教育研究上の基本組織・教員の業績などの公表 

 教育研究上の基本組織に関する内容は HP や大学案内等

を用いて公開している。また、岐阜薬科大学学報、研究室

案内や岐阜薬科大学学術情報リポジトリにおいて、教員の

教育内容、所有する学位、教育活動及び研究活動をまとめ

て公表している。これらの教員情報は、常に最新の情報を

公開できるよう毎年アップデートすることとしている。各

教員はそれぞれの専門領域で中核となる研究を企画・推

進・発展させており、これらの成果は論文や学会発表等を

介して広く社会に発信するとともに、各研究室の HP 等で

も公開している。 

 教員の任期制業績評価に関わる外部評価委員会の委員

名簿と審査結果、外部審査による機関別評価や分野別評価

の審査結果についても HP 上で公表している。 

3）入学者数・在学学生数・卒業後の進路などの公表  

 学生の受入方針（AP）は、入学者選抜に関する要項、募

集要項及び HP を活用して、入学希望者はもとより社会に

対してもその方針を発信している。入学者数、在学生数、

卒業又は修了者数、大学院進学者数や就職者数、その他進

学先や就職先等の情報については、毎年作成する大学案内

及び大学 HP において公開している。また、大学入試説明 

会、オープンキャンパス、大学フェア等に積極的に参加す

るとともに、講師派遣の依頼を受けた高等学校を積極的に

訪問し、AP はもとより、各学科の特色等を説明し、受験生

の理解を深めるように努めている。 
4）学修成果評価及び卒業・修了認定に関する公表 

 授業科目、授業の方法と内容、年間の授業の計画に関す

ること、並びに学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の

認定の基準に関することについては学生便覧やシラバス

などに詳細を記載している。薬学共用試験（CBT 及び OSCE）

の実施日時、実施方法、受験者数、合格者数及び合格基準

は本学 HP にて公表している。 

 本学の学位授与の方針は、教授会の審議事項であり、各

教員は絶えずその妥当性に関して注意を払いながら教育

にあたっている。現行の方針は、シラバスにも掲載されて

いる。学生には、入学ガイダンス時に学生便覧及び補助的

な資料を用いて副学長が説明をする。また、HP にも掲載さ

れており、学内外を問わず公開されている。 

5）大学設備・大学が徴収する費用、学生支援などに

関する公表 

 本学キャンパスや大学附属薬局、薬草園などの施設及び

設備など教育研究環境については学生便覧や本学 HP 上で

公表している。 

 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用や奨学金な

どの情報に関しては、学生便覧に明記し、HP 上においても

公表している。大学が行う学生の修学、進路選択及び心身

の健康、ハラスメント相談などに係る支援に関しては学生

便覧に明記し HP 上においても公表している。学生が修得

すべき知識及び能力に関する情報の詳細はシラバスに記

載し、評価に関しても具体的な基準を設けて公表し周知し

ている。 

6）その他 

 上記以外にも学生に周知すべき情報やプレスリリースなど外

部への情報公開は、学内ルールに則り、刊行物への掲載、イ

ンターネットの利用などにより随時公表を行っている。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
全学の議論を経て設定した岐阜薬科大学中長期計画 2025 を HP 上に公表して全教員が一丸となって

達成に向けて努力している。また、教員の任期制業績評価の外部評価者や結果を HP で公表している。 

改善を要する点 
各研究室独自の HP については、公開内容に差が見られるため、一定の基準を設けて最新の情報公開

に努める必要がある。   

http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2020/04/R1shinsakekka.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2020/04/R1shinsakekka.pdf
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

学校教育法 

① 
第百十三条 
 大学は、教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の状況を
公表するものとする。 

 

 学校教育法施行規則 

② 

第百七十二条の二 
 大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況についての情報を公表するものとする。 
一 大学の教育研究上の目的及び第百六十五条の二第一項の規定により定める方針に関する

こと 
二 教育研究上の基本組織に関すること 
三 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
四 入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数

及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
五 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
六 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たつての基準に関すること 
七 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
八 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 
九 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
２ 大学は、前項各号に掲げる事項のほか、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び

能力に関する情報を積極的に公表するよう努めるものとする。 
３ 第一項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上で、刊行物への掲載、インタ

ーネットの利用その他広く周知を図ることができる方法によつて行うものとする。 

岐阜薬科大学 HP 
 
岐阜薬科大学学術情報リポジト

リ 
 
VISION of GPU 2025 
 
学生便覧 
 
学部シラバス 
 
岐阜薬科大学 HP＞大学案内・研
究室案内 

http://www.gifu-pu.ac.jp/
https://gifu-pu.repo.nii.ac.jp/
https://gifu-pu.repo.nii.ac.jp/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/president/vision/
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/pamphlet/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/pamphlet/
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 チ 教育研究活動等の改善を継続的に行う仕組みに関すること       

（１）自己点検・評価の実施状況 
本学は、岐阜薬科大学学則第 2 条に「本学は、その教育

研究の向上を図り、前条の目的を達成するため、教育研究

活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果

を公表するものとする。」、自己点検・評価委員会規程第 1

条に「教育研究活動等の状況について恒常的・継続的に自

ら点検、評価を行い、その充実向上に努める」と定めてい

る。本学では 2006 年の大学基準協会による機関別評価以

降、2010 年には薬学教育評価機構による薬学教育（6 年制）

第三者評価「自己評価 21」、2012 年度に 4 年制博士課程（薬

学専攻）自己点検と評価（文部科学省報告）、これと同時

に本学独自で博士後期課程（薬科学専攻）自己点検と評価

（2012 年度）を実施し、さらに 2013 年の大学基準協会の

機関別評価、2014 年の薬学教育評価機構の分野別評価を受

審した。このように、大学や薬学教育制度の改革に対応し

て、常に自己点検・評価を実施し外部評価を受けてきた。 

1）現在の内部質保証システム 

本学では、教員が任期を限って自己点検を行い、教育・

研究の一層の活性化を図ることを目的として 1998 年 2 月

に「岐阜薬科大学における教員の任期に関する規程」を定

め、1998 年度より「任期制に基づく教員の総合的業績審査」

を導入した。本学教員の任期は 5 年であり、教員自身によ

る資質向上の努力を引き出すとともに、大学全体を活性化

するため、全教員を対象として外部審査員による業績審

査・評価を実施し、その外部審査員名と評価結果は本学 HP

上に公表している。今までの任期制表により、着実に教職

員の教育研究活動に対する意識や意欲が高まっている。ま

た最近、教員の教育研究活動や大学運営への参加、地域貢

献等を評価する「業績実績・自己評価及び業績考課」（上

半期評価 10 月実施、年間評価 1 月実施）、グリーンファー

マシー教育推進センターによる教育評価の導入により、全

教員の意識改革や教育研究活動の質向上は着実に進んで

いる。従来は任期制評価のための組織として自己点検・評

価委員会を設置したが、2019年度に全学的な教育研究活動

の自己点検・評価を統括する組織として改組し、構成員は

学長をはじめとして経営委員会委員、教授、学外有識者と

した。本委員会は上記学則や規程に基づいて自己点検・評

価の統括を行うこととし、教員の研究活動は自己点検・評

価委員会の委員と学外有識者が評価し、教育活動はグリー

ンファーマシー教育推進センターが取り纏め、それに基づ 

いて作成された「自己点検・評価報告書」を自己点検・評価委

員会で精査することとなった。2020年 2月に第 1回自己点検・

評価委員会を開催し、2019 年度の教育評価結果についての

審議と教育の質向上に関する改善指示を行った。また、第2回

委員会において研究活動等に対する評価を行い、本学の中

長期計画の実現に向けての進行状況を確認する。今現在、

2019年度の自己点検・評価報告書を作成すべく準備を進めて

おり、本報告書に基づく評価結果は教授会にて意見聴取した

のちに教授総会等に報告する予定である。今後の自己点検・

評価の内容や方法等は自己点検・評価委員会で策定し、教授

会等での議論を経て適宜改良することとしている。 

2）研修・教職協働 

 本学は、岐阜薬科大学職員服務規程第 4 条において、「職

員等は、研修その他教育を受ける機会を与えられた場合に

は、全力を傾倒して知識、技能等の修得に努め、かつ、そ

の成果を職務遂行に役立てなければならない。」と定めて

いる。また、岐阜薬科大学大学院学則第 31 条において「研

究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修

の実施」、岐阜薬科大学におけるコンプライアンスの推進

に関する規程第 4 条において「コンプライアンスの推進が図ら

れるよう、教職員への効果的な教育・研修の実施」を明示し

ている。2019 年度は学修システムに関するファカルティ・デ

ベロップメント（以下、FD）/SD 講習会を 2 回（6 月と 11 月）、

研究活動と不正防止に関するコンプライアンス講習会を 1

回（1 月）、法令遵守アンケートを 1 回（7 月）実施した。

また、職員は岐阜市の SD 講習会に複数回出席して大学教育

等に関する知識の醸成や資質の向上に努めている。FD や SD

講習会は定期的に実施しているが、実施内容を組織的に検証

するシステムの構築が必要である。 

大学運営に関わる各種委員会の以前の構成員は教授、准

教授等の一部の教員に限定されていたが、大学運営や教育

研究活動における教員と職員の協働を目的として、すべての

委員会構成員に助教や職員を加え、全学の教職員が情報を

共有するとともに、連携して大学運営に関与するなど、年々教

職員協働の意識が高まっている。 

3）学習成果 

 グリーンファーマシー教育推進センターにおいて講義アンケ

ート等を集計・分析し、必要に応じて改善策を検討している。

（基準 2 の No.1と No.2 を参照） 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 
全学的な内部質保証を統括・実施する自己点検・評価委員会が設置され、一体的な活動を開始して

いる点は評価できる。 

改善を要する点 
本学の内部質保証システムが構築され機能しつつあるが、内部質保証に対する大学の取組みやその

意図が全教職員に周知できていないため、これらに対する全学的な FD 教育が必要である。   
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

学校教育法 

① 

第百九条 
 大学は、その教育研究水準の向上に資するため、文部科学大臣の定めるところにより、当
該大学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備（次項において「教育研究等」と
いう。）の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。 
② 大学は、前項の措置に加え、当該大学の教育研究等の総合的な状況について、政令で定

める期間ごとに、文部科学大臣の認証を受けた者（以下「認証評価機関」という。）による
評価（以下「認証評価」という。）を受けるものとする。ただし、認証評価機関が存在しな
い場合その他特別の事由がある場合であつて、文部科学大臣の定める措置を講じていると
きは、この限りでない。 

③ 専門職大学院を置く大学にあつては、前項に規定するもののほか、当該専門職大学院の
設置の目的に照らし、当該専門職大学院の教育課程、教員組織その他教育研究活動の状況
について、政令で定める期間ごとに、認証評価を受けるものとする。ただし、当該専門職
大学院の課程に係る分野について認証評価を行う認証評価機関が存在しない場合その他特
別の事由がある場合であつて、文部科学大臣の定める措置を講じているときは、この限り
でない。 

④ 前二項の認証評価は、大学からの求めにより、大学評価基準（前二項の認証評価を行う
ために認証評価機関が定める基準をいう。次条において同じ。）に従つて行うものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 2 条 

 
岐阜薬科大学自己点検・評価委員
会規程 
 
岐阜薬科大学 HP＞点検・評価 
 
岐阜薬科大学における教員の任
期に関する規程 
 
岐阜薬科大学教員人事考課実施
要綱(含む 様式第 1 号業績実
績・自己評価及び業績考課票) 
 

 学校教育法施行規則 

② 

第百五十二条 
 学校教育法第九十条第二項の規定により学生を入学させる大学は、同項の入学に関する制
度の運用の状況について、同法第百九条第一項に規定する点検及び評価を行い、その結果を
公表しなければならない。 

該当しない 

③ 

第百五十八条 
 学校教育法第百二条第二項の規定により学生を入学させる大学は、同項の入学に関する制
度の運用の状況につい 
て、同法第百九条第一項に規定する点検及び評価を行い、その結果を公表しなければならな
い。 

該当しない 

④ 

第百六十六条 
 大学は、学校教育法第百九条第一項に規定する点検及び評価を行うに当たつては、同項の
趣旨に即し適切な項目を設定するとともに、適当な体制を整えて行うものとする。 

岐阜薬科大学学則 
第 2 条 
 

岐阜薬科大学自己点検・評価委員
会規程 
 
岐阜薬科大学 HP＞点検・評価 

 大学設置基準 

⑤ 

第二条の三（教員と事務職員等の連携及び協働） 
 大学は、当該大学の教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、当該大学の教
員と事務職員等との適切な役割分担の下で、これらの者の間の連携体制を確保し、これらの
者の協働によりその職務が行われるよう留意するものとする。 

 

⑥ 
第二十五条の三（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 
 大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施
するものとする。 

 

⑦ 

第四十二条の三（研修の機会等） 
 大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に必要
な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（第二十五条
の三に規定する研修に該当するものを除く。）の機会を設けることその他必要な取組を行うも
のとする。 

岐阜薬科大学職員服務規程 
第 4 条 
 

岐阜薬科大学におけるコンプラ
イアンスの推進に関する規程 

第 4 条 

 大学院設置基準 

⑧ 

第一条の四（教員と事務職員等の連携及び協働） 
 大学院は、当該大学院の教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、当該大学
院の教員と事務職員等との適切な役割分担の下で、これらの者の間の連携体制を確保し、こ
れらの者の協働によりその職務が行われるよう留意するものとする。 

 

⑨ 
第十四条の三（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 
 大学院は、当該大学院の授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研
修及び研究を実施するものとする。 

岐阜薬科大学大学院学則 
第 31条 

⑩ 

第四十三条（研修の機会等） 
 大学院は、当該大学院の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に
必要な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（第十四
条の三に規定する研修に該当するものを除く。）の機会を設けることその他必要な取組を行う
ものとする。 

岐阜薬科大学職員服務規程 
第 4 条 
 

岐阜薬科大学におけるコンプラ
イアンスの推進に関する規程 

第 4 条 

 法令外の関係事項 

⑪ 
学習成果 
 学生の学習成果を適切に把握する取組みを行っているか。 

 
  

https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/12Gd3HikwH4AwKtGvcsi1nyCzm_b8IlCj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/12Gd3HikwH4AwKtGvcsi1nyCzm_b8IlCj/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/publication/evaluation/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/publication/evaluation/
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/publication/evaluation/
https://drive.google.com/file/d/1wCQzOpezaicnXfJH0oYFrQpkYlsXrFsH/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wCQzOpezaicnXfJH0oYFrQpkYlsXrFsH/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1s_tjfRMRlxTkHRDnQytmsK2xflEvDgEf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1s_tjfRMRlxTkHRDnQytmsK2xflEvDgEf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_HdZLs6OmDZ--W1x8CzVCbtmRy3phuC8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/12Gd3HikwH4AwKtGvcsi1nyCzm_b8IlCj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/12Gd3HikwH4AwKtGvcsi1nyCzm_b8IlCj/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/info/publication/evaluation/
https://drive.google.com/file/d/1fnshlDJSHZR01sqGNUGARDoh_5qf8Rcu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_-e7hP_I9Df7ChCExDMGHPDnxxMyhoVM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_-e7hP_I9Df7ChCExDMGHPDnxxMyhoVM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UB-oL3VrZStlSM5thgLhytzTgDfwl64N/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1fnshlDJSHZR01sqGNUGARDoh_5qf8Rcu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_-e7hP_I9Df7ChCExDMGHPDnxxMyhoVM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_-e7hP_I9Df7ChCExDMGHPDnxxMyhoVM/view?usp=sharing
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 リ 財務に関すること                                 

（１）自己点検・評価の実施状況 
1）財務状況 

①財政基盤 

本学は、岐阜市を設置者とする市立大学であることか

ら、岐阜市において毎年度の予算編成を行っている。本学

の予算は岐阜市一般会計の教育費として計上されている。 

②予算編成及び予算執行 

本学の予算は、前年度に予算委員会において予算案を作

成して経営委員会において審議後、岐阜市に対して概算要

求することとなっている。この概算要求の個々の内容に関

する岐阜市財政当局のヒアリングを経た後、本学が 1 年間

に得られる一般財源の配分総額が決定される。この総額に

おける教育・研究相当分の使用内訳は予算委員会、教授会

において順次審議され、配分が決定されることとなってい

る。過去 5 年間の本学の財務状況は、次のとおりである。 
 

 財務状況    （単位：千円） 

区  分 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

歳
入 

一般財源 692,852 718,531 792,750 1,025,372 1,082,155 

授業料及び入学
金、検定料 

551,650 542,219 531,027 517,123 508,132 

受託研究等収入 121,270 109,665 127,830 152,424 227,852 

補助金等収入 0 6,019 7,197 10,010 1,005 

その他 117,875 137,012 152,482 256,618 151,415 

合計 1,483,647 1,513,446 1,611,286 1,961,547 1,970,559 
        

区  分 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

歳
出 

教育研究経費 211,387 212,948 238,735 582,052 590,307 

一般管理費 405,654 410,655 437,406 437,757 457,924 

人件費 866,606 889,843 935,145 941,738 922,328 

合計 1,483,647 1,513,446 1,611,286 1,961,547 1,970,559 
 

本学の配分総額（歳入）と歳出額は年々増加しており、

大学運営の財務状況はおおむね良好であると考えられる。 

予算の執行については、岐阜市会計規則に従って事務局

で一括管理を行い、外部資金についても岐阜市の公金に準

じた方法で執行されている。なお、１年に１回学内全職員

を対象とした経理説明会を実施し、不正使用及び不適切な

使用等の不正行為の撲滅に向けて万全を期している。 

決算については、毎年、岐阜市議会 9 月定例会において

一般会計、特別会計及び公営企業会計が認定され、岐阜市

の HP や広報誌等で情報公開されている。また、市の会計 

監査とは別に、内部監査（通常監査及び特別監査）も実施

し、研究活動上の不正行為等防止を徹底している。 

2）教育研究環境 

①教育研究に関する予算 

文部科学省科学研究費はもとより、医療人 GP、特色 GP

及び大学院 GP など競争的資金への積極的な公募申請、外

部資金の確保については、学長のリーダーシップによる研

究者への動機付けが大きく作用しており、学内研究者の意

識改革もかなり進んでいると考えられる。また、外部資金

の獲得状況は、科学研究費、共同研究費、受託研究費、奨

学寄附金、寄附講座のいずれにおいても、件数及び金額と

もに年々増加する傾向となっている。 

また、本学の教員の教育・研究活動の奨励及び高度な成

果が期待される教育・研究の推進を目的として、競争的研

究費（特別研究費）を設けているほか、岐阜大学との連携

を深め、両大学の研究協力により、新しい切口が見出され、

発展し育薬・創薬研究を推進するための競争的研究費（育

薬・創薬研究推進支援経費）も設けている。 
地方財政の悪化に起因するとはいえ、岐阜市の教育費に

対する歳出は毎年歳出額の 10%前後を維持しており、その

中から本学の教育研究経費として配分されるため、教育研

究の水準を維持する最低限のラインまで配分予算は削減

されてきている。これらの状況を鑑みて、外部資金の獲得

の更なる増加が本学教員の今後の課題と考えられる。 

②キャンパス整備 

現在、本部と三田洞の 2 つのキャンパスに分かれている

ため、学生は 4 年次進級の際の住居の変更（引っ越し）や

実習等のために両キャンパスの往復を余儀なくされてい

る。教員においても講義、実習、会議等のために両キャン

パス間を日常的に往復する必要があるため、経済的かつ時

間的な損失は大きい。また、三田洞キャンパスでは、耐震

工事等は実施して強度に問題はないものの、既に築 55 年

を経過し老朽化が進んでいること、並びに本部キャンパス

も含め各研究室が手狭となってきたため、研究室の拡張・

修復が必要となっている。これらの課題を解決するため、

2019 年度にキャンパス整備基本計画を策定し、本部キャン

パス南側を候補地として整備、統合する予定である。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 競争的資金への積極的な公募申請及び外部資金の確保ができている。 

改善を要する点 

岐阜市会計規則に基づいた会計システムであるため、臨機応変な経費使用ができない。公立大学設置

団体に対する国からの公立大学運営に関する地方交付税基準財政需要額に対し、大学設置団体である

岐阜市からの運営費交付金については、毎年増額され、2020 年度においては交付率が約 90％弱とな

っているが、更なる交付を岐阜市に要望していく必要がある。 
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

大学設置基準 

① 

第四十条の三（教育研究環境の整備） 
 大学は、その教育研究上の目的を達成するため、必要な経費の確保等により、教育研究に

ふさわしい環境の整備に努めるものとする。 
 

岐阜市会計規則 
 
岐阜市ホームページ財政課(予
算・決算について) 
 
広報ぎふ 2019 年 10 月 15 日号 
P8-9（H30 年度岐阜市の決算） 
 
教員研究費内訳 

(学報 54号、学報 55 号) 
 
 

 大学院設置基準 

② 
第二十二条の三（教育研究環境の整備） 
 大学院は、その教育研究上の目的を達成するため、必要な経費の確保等により、教育研究
にふさわしい環境の整備に努めるものとする。 

同上 

  

https://www1.g-reiki.net/gifu/reiki_honbun/i700RG00001467.html
https://www.city.gifu.lg.jp/3390.htm
https://www.city.gifu.lg.jp/secure/43553/191015all.pdf
https://drive.google.com/file/d/16m0JMGNZX4nWdSJjUhJ75PlErl6YNY3R/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16m0JMGNZX4nWdSJjUhJ75PlErl6YNY3R/view?usp=sharing
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 ヌ イからリまでに掲げるもののほか、教育研究活動等に関すること        

（１）自己点検・評価の実施状況 
1）目的 

① ICT について 

 著しく情報化が進んだ現代社会において情報教育は極

めて重要であり、情報収集、情報交換にインターネットは

不可欠である。また近年、教育への ICT 活用が求められて

いる。そのためには、有線 LAN や WiFi が利用可能な講義

室や学生居室の設置など、インフラ整備が必要である。ま

た、ICT 関連教育や ICT を利用した成績管理システムの構

築なども必要であると考えている。 

②学生への支援について 

 学生の意見が教育や学生生活に反映しやすい環境づく

りを目指している。本学には全国から学生が集まってお

り、親元から離れて単身で生活する学生も多い。そこで、

学生の生活に寄り添ったきめ細かな支援が必要と考えて

いる。また、すべての学生が平等に大学生活を送ることが

必要であり、障がいのある学生への合理的配慮や、経済的

な困窮者に対する支援も必要と考えている。 

2）現状 

① ICT について 

本部キャンパスにおいては、情報検索室に PCが 12 台設

置されており、研究室の学生居室においても有線 LAN や

WiFi が利用可能である。三田洞キャンパスの村山記念情報

教育センターには 45 台の PCを設置しており、それらを用

いた情報教育を実施している。また、図書館にもインター

ネットに接続可能な PCが 23台設置されており、それらは

学生の自主学習等に不可欠な存在となっている。このよう

に、両キャンパスともに、情報教育に関わるインフラ設備

はほぼ整備されている。情報検索システムとして、

SciFinder 及び J&H を導入・活用している。薬学生が臨床

の現場で実務実習を行うために必要な知識が一定の基準

に達しているかについて PC を使って客観的に評価する

CBT を実施するために、第 2 講義室に情報コンセントが設

置されており、CBT 用の PC が 70 台準備されている。 

1 年次の情報基礎実習・情報処理科学では、情報リテラ

シーに関する講義・実習が行われている。3 年次の医薬品 

情報学においては、ビッグデータからの情報検索及び情報収

集に関する講義を行っている。また、4 年次の創薬学演習で

は、「インシリコライブラリースクリーニング」や「医薬品-標的分

子ドッキングシミュレーション」などインシリコ創薬に関連した演 

習を行っている。本学 HP の学生掲示板には「講義日程の

変更」や「講義ノート」等がアップされており、学生の情

報周知に役立っている。また、実務実習では、「実務実習

指導・管理システム」により、学生の出席状況や実習の進

捗状況等の確認が可能である。 

②学生への支援について 

 本学の教育の目的を達成するため、必要な学生生活全般

にわたる助言・補導を企画・統合・調整してそれぞれ十分

な成果を得るように学生委員会（学生委員会規程）が組織

され、入学当初の五月祭や秋の大学祭に合わせて学生課外

活動の見回りをし、委員会として意見交換を実施してい

る。また、学生の意見を直接聞く機会として、岐阜薬科大

学学則細則第 2章第 5節に基づいて学生教授協議会を設け

ている。通例、全学生の代表である学生自治会（学生自治

会会則）から会長、会計、学祭実行委員長、同会計の各 1

名及び次年度の会長、会計、学祭実行委員長、同会計の各

1 名（合計 8 名）と学生委員会委員が出席し、大学祭の実

施報告会や反省会を兼ねて 1月頃に本協議会を開催してい

る。学生から挙げられた要望は、該当部署に伝達され建設

的に検討され、近年では実習室や体育館へのエアコン設

置、講義室の机椅子の改修工事等が実施に至っている。 

 本学では、岐阜薬科大学学則細則第 2 章第 4 節に基づい

て、担任制度とアドバイザー制度を設けている。本制度は、

学生の修学上、生活上、保健上等の問題について個人的な

助言を与えることを目的とし、保健管理センターとも密接

な連携を図っている。これにより、学生の健康な生活及び

円滑な修学を実現可能にしている。 

学内には学生委員会とは別に、岐阜薬科大学における障

害を理由とする差別の解消の推進に関する教職員対応要領

第 9条及び第 10条に基づき、障がいのある学生に対応した

施設・環境の整備を行うため「学生等支援検討会」及び「学

生等支援委員会」を、岐阜市立学校授業料等徴収条例第 6

条、岐阜薬科大学入学料、授業料等納入規程第 3 条に基づ

き、学資負担者の死亡や長期療養、激甚災害等により納入

困難と認められる者（2015 年度:0 件，2016 年度:1 件，2017

年度:2 件，2018 年度:6 件，2019 年度:4 件）、外国人留学

生等（該当なし）の経済的負担の軽減のため、入学料及び

授業料の減免を行う「授業料等減免委員会」（授業料等減

免取扱要綱実施細目）を設置している。 

自己評価結果 以上の自己点検・評価の内容を踏まえ、当該評価事項に適合していると判断する。 

優れた点 

1 年次から ICT に関わる情報関連の講義を取り入れている。学生掲示板を利用した講義日程等の周知

も行っている。学生教授協議会や担任、アドバイザーの制度が学生との距離を縮めるうえで重要や

役割を果たしている。 

改善を要する点 通信速度が遅いシステム等については、順次更新を進める必要がある。 
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（２）関係法令等に対応する関連資料 
番

号 

関係法令等 関連資料 

関係事項 

① 

ＩＣＴ環境の整備 
 教育研究上で必要なＩＣＴ環境が整備されている。 

岐阜薬科大学村山記念情報教
育センター使用規程 
 
岐阜薬科大学学内委員会設置
規程 
 
平成 28 年度シラバス 
P19,25,120,140 

② 

学生支援 
 学生の学習支援に対する体制が整備され、適切に支援が行われている。 
 

岐阜薬科大学学生委員会規程 
 
岐阜薬科大学学生自治会会則 
（学生便覧 P157 に掲載） 
 
岐阜薬科大学学則細則 
 

③ 

学生支援 
 特別な支援を行うことが必要な学生への支援等が適切に行われている。 

岐阜薬科大学における障害を
理由とする差別の解消の推進
に関する教職員対応要領 
 
岐阜薬科大学における障害を
理由とする差別の解消の推進
に関する教職員対応要領にお
ける留意事項 
 

④ 

学生支援 
 経済的な支援を行うことが必要な学生への支援等が適切に行われている。 

岐阜市立学校授業料等徴収条
例 
 
岐阜薬科大学入学料、授業料等
納入規程 
 
岐阜薬科大学授業料等減免取
扱要綱 
 
岐阜薬科大学授業料等減免取
扱要綱実施細目 
 

⑤ 
設置計画履行状況等調査の結果を踏まえた是正・改善 
 設置計画履行状況等調査の結果を踏まえた大学の教育活動等の是正または改善に関する文部
科学大臣の意見に対して講じた措置を踏まえ、是正または改善に努めている。 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1AKMmwc6V3sqObyrFpLSGB9R9TLTcx17G/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AKMmwc6V3sqObyrFpLSGB9R9TLTcx17G/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/158QaWGRI_mzuCR_QHAPdpmttiMrR3yEW/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/158QaWGRI_mzuCR_QHAPdpmttiMrR3yEW/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/0B79eTvV80-v_VWIyWGtCYWxpUEk/view
https://drive.google.com/file/d/0B79eTvV80-v_VWIyWGtCYWxpUEk/view
https://drive.google.com/file/d/1vF6IU206ljIUUX7tYSK6OdX7k7ONBlHq/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Wl7Vxm36DZzXQ_hIlPXI14GvucLVcCR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GS9kEKpp6EPTx5tyYEVx504feVjevZX5/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/4f8a1cf7d64e5965330df8a559ae6e51.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/4f8a1cf7d64e5965330df8a559ae6e51.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/4f8a1cf7d64e5965330df8a559ae6e51.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/d37b38650c33d7038b4f2bf08c2c24d6.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/d37b38650c33d7038b4f2bf08c2c24d6.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/d37b38650c33d7038b4f2bf08c2c24d6.pdf
http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2015/02/d37b38650c33d7038b4f2bf08c2c24d6.pdf
https://www1.g-reiki.net/gifu/reiki_honbun/i700RG00000601.html
https://www1.g-reiki.net/gifu/reiki_honbun/i700RG00000601.html
https://drive.google.com/file/d/1MmnLN_eAPKBSUvJ9zu-hOzmyfJh2cpgb/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1MmnLN_eAPKBSUvJ9zu-hOzmyfJh2cpgb/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U9Rc5gVFGUkOoxjQFgUIDdwDvU8tLXgX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U9Rc5gVFGUkOoxjQFgUIDdwDvU8tLXgX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U9Rc5gVFGUkOoxjQFgUIDdwDvU8tLXgX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11KUEtZVGIlfTKBoHSfMpErml0p1lgTHI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/11KUEtZVGIlfTKBoHSfMpErml0p1lgTHI/view?usp=sharing
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Ⅱ「基準２ 教育研究の水準の向上」に関する点検評価資料 
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１）自己分析活動の状況 
1）自己分析活動の方針及び体制 

 岐阜薬科大学学則第 2 条に「本学は、その教育研究の向

上を図り、前条の目的を達成するため、教育研究活動等の

状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表す

るものとする。」、自己点検・評価委員会規程第 1 条に「教

育研究活動等の状況について恒常的・継続的に自ら点検、

評価を行い、その充実向上に努める」と定めており、教育

研究活動に対する自己分析を内部質保証の一環として位

置づけている。 
 全学的な自己分析活動は、自己点検・評価委員会が実施

の責任を担っており、教育に関する評価の実務はグリーン

ファーマシー教育推進センター、研究に関する評価は自己

点検・評価委員会が担当することとなっている。グリーン

ファーマシー教育推進センターの目的は、「本学における

全学的な教育施策の企画及び開発並びに教育活動の継続

的な改善の推進及び支援により、大学教育の充実と発展に

寄与すること」（グリーンファーマシー教育推進センター

規程第 2 条）と定めており、主に教育の方法・内容やシス

テムの向上により、全学的な教育の質と学生の学修効果の

向上を目標として多様な教育支援活動をしている。また、

自己点検・評価委員会では、学長をはじめとした経営委員

会委員が直接学生との意見交換会を年数回実施すること

により学生の意見・要望を「生の声」として直接聞く機会

を設け、大学の質保証に努めている。 

 

2）具体的な取組み 

 グリーンファーマシー教育推進センターの教育支援活

動の 1 つとして、講義アンケートの実施、集計と教員への

フィードバックがある。本学で開講されるほとんど講義に

おいて、学期の中盤に教材や授業方法等について学生の意

見を聴取する「講義についてのアンケート（通称、自由記

述型アンケート）」と学期末の講義時に講義内容の詳細を

学生に調査する「講義・教材についてのアンケート（通 

称、マーク型講義アンケート）」の 2 種のアンケートを実

施している。この 2 種のアンケートの最大の特長は、講義

を行っている学期中にアンケート結果に基づいて講義内

容の改良を促すことができる点である。中盤に実施される

自由記述型アンケートの結果を踏まえて次回の講義時に

教員が講義内容等の改善点を学生に明示し、最後の講義時

のマーク型講義アンケートにおいて教員が適切に改善し

たかを学生が判定するこのシステムは、各教員の講義内

容・方法の改良と教育に対する姿勢・意識の向上に繋がる

ものと考えられる。グリーンファーマシー教育推進センタ

ーにおいてマーク型講義アンケートの集計を行っており、

その集計結果は次年度に向けた改善の材料として年度終

了後に各教員にフィードバックして教育の質向上を図る

と同時に、分野ごとに集計して前年度と比較することによ

り教育の質の確認と現状把握に努めている（No.1）。また、

グリーンファーマシー教育推進センターでは薬学科学生

の卒業時（薬剤師国家試験終了後）に、本学の薬学教育カ

リキュラムの評価と学生生活についてのアンケートを実

施し、学修効果が高い教育カリキュラムを構築するための

データ解析を行っている（No.2）。これらの取組みは本学

の教育の質保証において主要な取組みであるため、その取

組み状況を次に記載した。なお、アンケート調査において

は、アンケート結果の分析と質問項目の変更を繰り返しな

がら、分析調査方法を改良する予定である。経営委員会が

実施している学生との意見交換会は、大学自体や教育研究

活動に対する学生の視点での意見や要望が明確に回収で

きるため、本学の質向上に向けた大変重要な取組みである

（No.3）。研究マインドをもった薬剤師を輩出するため、

研究マインドの醸成に向けた本学独自の取組みを No.4 と

して紹介する。 

 自己点検・評価を実施するためのこれらの取組みの分析

結果は、自己点検・評価委員会においてまとめた後に全学

的に公表され、教育研究の改善の取組みに活用している。 

 
２）自己分析活動の取組み（目次）※学習成果に関する分析の取組み等を 1 つ以上記述します 
No. タイトル ページ数 

１ 教育の質向上を目的とした講義アンケートの分析調査 37 

２ 学修効果の高いカリキュラムの構築を目的としたアンケートの分析調査 38 

３ 教育・研究環境の改善を目的とした学生との意見交換会の実施と学生意見への対応 39 

４ 研究マインドの醸成に向けた取組み 40 

５  41 
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３）自己分析活動の取組み 

   

タイトル

（No.1） 
教育の質向上を目的とした講義アンケートの分析調査 

分析の背景 

グリーンファーマシー教育推進センターでは、本学で開講しているほとんどの講義において学生対象アンケ

ートを実施し、講義の教材や内容、教員の意識や熱意等を調査している。その調査結果を集計して自己点検・

評価委員会に報告するとともに、全学的に周知することにより各教員の教育に対する姿勢や意識の改良、講義

スキルの向上、そして最終的には全学的な教育の質向上を目指している。 

分析の内容 

 本学で開講している講義（学外非常勤講師による講義は除く）において、2 種のアンケート（自由記述型ア

ンケートとマーク型講義アンケート）を実施し、常に各教員の講義内容・方法の改良と教育に対する姿勢・意

識の向上を目指す教育システムをとっている。本アンケートはグリーンファーマシー教育推進センターにおい

て教育分野別に集計し、教授会や教授総会を介して全学的に公表するとともに、教員個人にも担当講義に対す

るアンケート結果をフィードバックしている。また、本センターでは、教育分野ごとの集計結果を昨年の集計

結果と比較することにより学修効果と教育の質の検証を行っている。 

本センターにおいて、2018 年度と 2019 年度のマーク型講義アンケートを比較した結果の一例を以下に示す。

（ A. 強くそう思う B. そう思う C. そうは思わない D. 全くそうは思わない） 

  

基本的にはほとんどすべての教育分野において、講

義の内容（問 12）や進行（問 2、9、10）、教員の授業

に対する姿勢（問 4、5）など、ほとんどの質問項目

に対して 90％を超える学生により高評価を得ている。

現在の講義の方法や内容、教員の準備状況、教育に対

する姿勢や熱意等に関して不満に感じる学生は多く

ないといえるため、良好な教育体制が構築できている

と考えられる。2019 年度の結果を 2018 年度と比較したところ、教育への意欲・熱意や進行速度において最高

評価（A）をした学生数が基礎教育科目や医療薬学系の講義では若干減少した。これらの明確な要因は不明で

あるが、一部科目における担当教員の変更が一因であると考えられた。そこで、今後は高質な教育を施す体制

の構築を目的として、教授会・教授総会において講義担当教官に本結果をフィードバックし、次年度の授業で

の改善を促すことを予定している。 

自己評価 

 本学の講義全体に対してほとんどの学生から良好な評価を得ており、現行の教育評価方法は十分に機能して

いるものと考えられる。また、本アンケートの集計結果を受けて、多くの科目においては次年度での改善が確

認できているため、各教員の教育に対する姿勢や意識の向上に繋がっているようにも見受けられる。また、ア

ンケートの質問内容については学生の真の意見を引き出せるよう常に改良している。実際、2019 年度まで実施

していたアンケート内容では、講義の方法や教員の取組みのみに特化し、主要な DP であるグリーンファーマ

シーに関する知識の醸成についての言及がないため、2020年度以降は質問内容の一部を改訂予定である。 

関連資料 

学部シラバス  

2019 年度 講義・教材についてのアンケートの集計結果 

講義・教材についてのアンケート（2018 年度と 2019 年度の比較） 

https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18CZwY8GBO2XOCT_NoNuWkf2IbOHOc8MM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1eBrp0UM1k7_CTD8jI27xyRg2lmcknVBx/view?usp=sharing
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タイトル

（No.2） 
学修効果の高いカリキュラムの構築を目的としたアンケートの分析調査 

分析の背景 

 グリーンファーマシー教育推進センターでは、国家試験対策委員会とともに薬剤師国家試験受験後の

薬学科 6 年次の学生を対象として、6 年間の教育カリキュラム及び国家試験対策、学生生活に関するアン

ケートを実施し、本学の教育課程の質、学生の薬学教育に対する取組み等を調査している。その調査結

果を集計して自己点検・評価委員会に報告するとともに、教務委員会と連携・協働して本学の教育課程

の質向上を目指している。 

分析の内容 

グリーンファーマシー教育推進センターでは、国家試験対策委員会とともに、卒業前の薬学科 6 年次

の学生を対象として、6 年間のカリキュラム及び国家試験対策、学生生活に関するアンケート調査を実施

している。本アンケートの分析調査を行うことにより、学修効果の高い教育カリキュラムの編成を目指

している。本センターにおいて、2018 年度と 2019 年度のカリキュラム評価を集計し比較分析した結果の

一例を以下に示す。（1. 非常にそう思う 2. おおむねそう思う 3. どちらともいえない 4. あまりそう

思わない 5. 全くそう思わない 6. わからない） 

 

カリキュラムの満足度に関するほとんどすべての設問に対し、半数以上の学生が高評価の回答をして

いる（問 22～27、問 29）。また、専門科目の医療基礎薬学系及び医療薬学系の科目においてもカリキュ

ラム編成への満足度は高い評価を得ているため（問 19、20）、現行の 6 年間の薬学教育カリキュラムは学

生にとって満足でき、学修効果がおおむね良好であると判断された。2019 年度のアンケート結果から、

カリキュラムの総合満足度（6）は高いものの、基礎教育科目（3）、専門教育科目（4）ともに講義数が

多いと回答した学生数が多いことから、より学修効率の高いカリキュラムにするためには学修内容が類

似した科目の統合・再編が必要かもしれない。また、講義内容が進路決定に影響したと答えた学生数が

半数以上いたことから、薬学系職種の紹介や体験等の進路支援を関連付けた授業には一定以上の効果が

あったが、更なる充実の必要性があると示唆された。2018年度と 2019 年度の比較において、卒業研究の

充実度（5）の最高評価は若干増加しているため、多くの学生が満足できる研究教育活動が実施されてい

ると考えられた。本分析結果は自己点検・評価委員会に報告後、講義アンケート結果と併せてカリキュ

ラム改善のための資料とする予定である。 

自己評価 

 本アンケートの分析調査の結果、本学の教育システムに関しておおむね高評価を得ていると判断でき

る。教育の効果は長期的な視点で観察する必要があるため、継続的に調査分析を実施し、その経年的調

査の結果についても自己点検・評価委員会に報告して学修効果の高い教育システム・課程の編成のため

のデータとして蓄積する予定である。また、調査の実施時期が卒業直前であり記憶が薄れた可能性も否

定できないため、調査の精度を高めるために複数回に分けて実施する必要があるかもしれない。 

関連資料 

2019 年度 薬学科カリキュラムについてのアンケートの集計結果 

薬学科カリキュラムについてのアンケート（2018 年度と 2019 年度の比較） 

  

https://drive.google.com/file/d/1AOFn-Hy1VaQDsxHQUXkLO4hk8C2-2Dig/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1fUZt7EuQWCX5iOn_vrmhqgOttzawG7zV/view?usp=sharing
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タイトル

（No.3） 
教育・研究環境の改善を目的とした学生との意見交換会の実施と学生意見への対応 

分析の背景 

 本学は 1 学部 2 学科という小規模の大学であるが、学生と教員の距離が近いというメリットがある。

このメリットを生かし、経営委員会委員が学生の意見・要望を「生の声」として直接聞く意見交換会を

実施し、教育課程の改善、施設の整備に活かしてきた。 

分析の内容 

1）学生との意見交換会の実施 
2016 年度から開始し、以下に示す日程で各学年の学生との意見交換会を実施した。 

(1) 2016 年度：第 1 回 2016 年 12 月 15 日、三田洞キャンパス大会議室、薬科学科 2 年次と経営委員

会委員 4 名；第 2 回 2017年 1月 12 日、三田洞キャンパス大会議室、薬科学科 3 年次と経営委員会委員

4 名；第 3 回 2017 年 1 月 18 日、三田洞キャンパス大ホール、薬学科 2 年次と経営委員会委員 4 名；第

4 回 2017 年 1 月 19 日、三田洞キャンパス大ホール、薬学科 3 年次と経営委員会委員 4名 

(2) 2017 年度：第 1 回 2017 年 6 月 7 日、三田洞キャンパス大会議室、薬科学科 2 年次と経営委員会

委員 5 名；第 2回 2017 年 6 月 14 日、三田洞キャンパス大会議室、薬学科 2 年次と経営委員会委員 5 名；

第 3 回 2018年 1月 17 日、三田洞キャンパス大会議室、薬学科 1 年次 A と経営委員会委員 5 名；第 4 回

2018 年 1 月 18 日、三田洞キャンパス大会議室、薬学科 1年次 B と経営委員会委員 4 名 

(3) 2018 年度：第 1 回 2018 年 9 月 26 日、本部キャンパス大学院講義室、4 年次と経営委員会委員 6

名；第 2 回 2018 年 9 月 27 日、本部キャンパス大学院講義室、4 年次と経営委員会委員 6 名；第 3 回 2018

年 10 月 10 日、三田洞キャンパス大会議室、薬学科 1 年次 A と経営委員会委員 6 名；第 4 回 2018 年 10

月 24 日、三田洞キャンパス大会議室、薬学科 1 年次 B と経営委員会委員 6 名 

(4) 2019 年度：第 1 回 2019年 11月 6 日、三田洞キャンパス大ホール、薬学科 1 年次と経営委員会委

員 10 名 

 

2）学生からの意見・要望への対応 

 意見交換会で

学生から出され

た意見・要望に

ついては経営委

員会にて対応を

協議し、実現可

能な項目から新

たな予算化も含

め、以下のよう

に対応し改善に努めてきた。 

(1) 学生要望に対応した教育課程の改善：①学生ポータルを利用した成績開示、②定期試験の試験期

間の延長 

(2) 学生要望に対応した施設改修：①三田洞キャンパス学生食堂の改修と営業再開、②三田洞キャン

パス階段教室の机・椅子の改修、③三田洞キャンパス階段教室のプロジェクタの更新、④実習室プラッ

テ排水路の改修、⑤実習室空調機設置、⑤体育館空調機設置、⑥文化部部室の改修、⑦グランド用ウォ

ータークーラー設置、⑧図書閲覧用パソコンの更新、⑨サッカーゴール更新、⑩防犯灯の増設、⑪図書

館の椅子の増設、⑫科目等履修生用ロッカーの設置 

(3)その他の学生要望への対応：①学生証の刷新 

自己評価 

 学生と直接意見交換する昼食会を開催し、学生から多くの意見・要望を得た。その中で、多くの学生

に共通する建設的な意見・要望に対しては経営委員会で対応を協議し、優先順位に従い、必要に応じ予

算化を行い対処してきた。学生目線の意見・要望に対応することで、本当に必要な教育・環境整備を適

正に効率よく推進することができたと判断する。 

関連資料 
2016 年度 学生意見交換会写真 

2018 年度 学生意見交換会写真 

   

https://drive.google.com/file/d/1Ypb7YrWFnDTh2wIpNcUa6KVIBvTYkzLH/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1z3Xc-INR8uPNk8SoBSkbudL5I1yilNd2/view?usp=sharing
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タイトル

（No.4） 
研究マインドの醸成に向けた取組み 

分析の背景 

近年の医療創薬技術の進展やチーム医療の推進により、チーム医療の中核を担う薬剤師には薬の専門

家として患者に寄り添って質の高い医療を提供する「臨床マインド」が求められているが、それ以上に

今後の医療の発展に貢献するために、常に臨床現場や創薬において課題を探索・発見し、科学的根拠に

基づいて解決する高い「研究マインド」が求められている。本学では、入学直後から卒業まで多くの授

業科目や特別実習等を通して、「研究マインド」をもつ薬剤師の醸成に取組んでいる。 

分析の内容 

1）PBL 型演習による問題解決能力、プレゼンテーション能力の育成 

1 年次の「薬学概論」、2 年次の「有機化学演習」、「物理化学演習」と「生物化学演習」時に行う PBL

型演習、3 年次の「総合創薬育薬演習」、「総合医療薬学演習」により、与えられた課題に対して小グル

ープ（1 グループ 6-8 名）で協力・分担して調査し、プレゼンテーションを行う PBL（Problem-Based 

Learning）型演習を実施している。薬学概論では、薬学を取り巻く環境や薬学を履修する必要性や重要

性について理解することを目的として、薬に関する基礎知識から創薬技術や疾病に関する基礎的内容を

題材として扱っている。2 年次と 3 年次の PBL 型演習では、薬学専門教育の授業で学んだ知識と今現在

の医療現場での問題を課題として与え、科学的根拠や論文調査を駆使して新規治療薬の開発法や新規治

療法の提案をするといった高度かつ実践的内容を題材として科学的かつ論理的な思考、倫理的配慮の醸

成を目指している。学年が進むにつれて難しい課題になっているにも拘らず、発表内容やプレゼンテー

ション力の上達が見られている。 

 

2）特別実習を通した総合的な研究マインドの育成 

 上記 PBL 型演習等で学んだ研究マインドの醸成の集大成として、研究室配属後に行う特別実習（卒業

論文研究）を位置づけている。特別実習では、各研究室の専門分野において重要かつ未知の研究テーマ

に対し学生はその課題を解決すべく今まで学んだ薬学知識を基礎として研究論文等の情報収集と計画

的な研究を繰り返すことにより独力で結果を見出すこととしている。研究室に所属する研究指導教員や

研究指導補助教員は研究の計画や結果の解釈等に対して適宜指導や意見交換を行うが、研究マインドの

醸成に向けて学生の主体性を重視するように配慮している。さらに、研究マインドの向上については、

毎年末に学生本人の自己評価と指導教員がルーブリック評価にて確認している。 

薬学教育モデル・コアカリキュラムの改訂に伴って 6 年制薬学科の臨床教育の充実化が求められ、特

別実習に費やす時間の短縮を余儀なくされている。そこで、2018 年度以降は従来の 4 年次からの研究室

配属を見直し、研究室配属と卒業論文研究（特別実習）開始時期を 3 年次後期からに変更した。3 年次

に行う特別実習は毎週月曜日と火曜日の午後のみ（三田洞キャンパスからバス 3 台を利用して本部キャ

ンパスへ移動）であるが、早期から研究活動に参加することにより学生のモチベーションの向上と研究

マインドの育成には効果的であるように思われる。 

自己評価 

 本取組みを通して、低学年時より学生の研究活動に対するモチベ

ーションが高まり、全学的に研究論文数が増加した（アメリカ国立

衛生研究所の情報検索システム Pub Med において、2014 年度 95 件

→2018 年度 205 件）。またそれと同時に、右表に示すように、各種

学会での発表において、本学学生の学会賞（優秀発表賞や奨励賞等）

の受賞件数も増加していることから、本取組みは学生の研究マイン

ド（研究計画力、遂行力とプレゼンテーション力）の育成において

着実に結果を残すことができていると考えられる。2019 年度より、

教育課程において創薬・育薬等に携わる研究者を育成する「創薬育薬コース」と高度な医療知識を有す

る医療や行政に従事する薬剤師を養成する「医療薬学コース」の 2 コースを設置しているため、今後は

これらコースの修得と本取組みの併用効果についても調査していきたいと考えている。 

今現在はキャンパス間をバスで移動しており、教育指導が手薄になるとともに時間的な無駄が多いた

め、早期のキャンパス統合が望まれる。 

関連資料 
学部シラバス 

受賞（学報第 45-55 号） 
   

https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1lt5QobpvUZuf3QC8nQOOUdfe6cAzgJco/view?usp=sharing
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タイトル

（No.5） 
 

分析の背景 

 

分析の内容 

 

自己評価 

 

関連資料 
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Ⅲ「基準３ 特色ある教育研究の進展」に関する点検評価資料 
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１）特色ある教育研究の状況 
 本学は、建学の精神である「強く、正しく、明朗に」を

モットーに高邁な人格形成と、「グリーンファーマシー」

（ヒトと環境にやさしい薬学、安全・安心を提供できる薬

学）を 基本理念とした薬学教育を通じ、ヒトの健康と福

祉に貢献できる人材の育成に努めてきた。また、岐阜薬科

大学中長期計画 2025（VISION of GPU2025）において、「教

育」、「研究」、「地域貢献」を大学の三つの柱として、高度

な研究に裏付けられた教育のできる大学として、また伝統

的に培ってきた創薬に関する教育・研究の成果を世界に発

信できる大学として、次世代を切り拓く強い大学に向けて

より一層の発展を続けていくことを目標としている。 

 「教育」として、本学の教育理念は「グリーンファーマ

シーに基づく薬学専門職業人の育成」であり、薬学科の教

育目標は「グリーンファーマシーを実践できる薬剤師を養

成すること」である。また、大学院における教育目標は「グ

リーンファーマシーを基盤として豊かな学識と優れた人

格を醸成し、薬学領域において自立して創造的研究を遂行

できる研究者・技術者及び医療現場で指導的役割を担う薬

剤師を育成すること」としている。さらに、学部教育では

「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）を

理解し、実践できる」ことを DP に定め、薬学教育の柱で

ある「グリーンファーマシーを実践できる人材の育成」を

目指している。No.1 として本取組みの概要を紹介する。ま

た、学生の更なる学修・研究意欲の向上、活力の醸成、将

来に向けてチャレンジすることを経済的に支援する「独自

の学生支援奨学金制度（No.2）」も設けている。 

 医療の高度化・多様性やグローバル化に伴う医療システ

ムの変化に対応できる薬剤師の質の向上が求められてお

り、大学としてはこれら社会のニーズにあった薬剤師を育

成する必要がある。そこで、「地域貢献」の目標としては、

一般市民並びに薬剤師を対象とした市民公開講座や薬剤

師生涯教育講座などの実施、また、国際交流及び産官学と 

の連携を積極的に行うことにより、教育・研究の成果を「健

康科学」を中心とした地域の知的クラスターとしての活動

に発展させることとしている。具体的には、附属薬局が中

心となって、地域の薬剤師の生涯学習支援体制を充実し、

地域住民に対する保健・ 福祉知識の啓発を行う。社会の

ニーズに対応できる薬剤師の育成を図るため、附属薬局リ

カレント教育の受講生（薬剤師）のうち一定の要件を満た

した薬剤師には、「地域リーダー薬剤師」としての認定証

を本学より交付する制度を設けている。No.3 として「薬剤

師教育のための研修講座の開催」を紹介する。 

 薬学教育モデル・コアカリキュラムにおいて新たに定め

られた「薬剤師の災害時の役割や地域における災害医療体

制の教育項目」を学生に効率的に学ばせるため、本学では

産学連携のもと 2017 年に災害支援薬局車両モバイルファ

ーマシーを導入し、これを利用した講義や実習を進めてい

る。また、災害時の医薬品供給に関わる研究や地域での災

害対策事業に実際に学生を参加させ、災害医療の必要性を

体得させている。最近導入されたこの試み「災害支援薬局

車両を活用した災害医療に関する教育･研究･地域貢献の

推進」を No.4 として紹介する。 

本学では、近隣の大学間や産学の連携（民間企業による

寄附講座の設立等）を強化することにより教育・研究・地

域貢献を推進している。その取組みを No.5 にまとめる。 

 

 
 
２）特色ある教育研究の取組み（目次） 
No. タイトル ページ数 

１ グリーンファーマシーを実践できる人材の育成 45 

２ 独自の学生支援奨学金制度 46 

３ 薬剤師教育のための研修講座の開催 47 

４ 災害支援薬局車両を活用した災害医療に関する教育･研究･地域貢献の推進 48 

５ 寄附講座設立、他大学との連携及び外部資金獲得による教育・研究・地域貢献の推進 49 
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ヒトと環境にやさしいグリーンファーマシーの実践

ヒトにやさしく

グリーンファーマシー教育

ヒューマニズム教育

問
題
発
見
・
解
決
能
力

Ｐ
Ｂ
Ｌ
／
Ｓ
Ｇ
Ｄ

豊かな人間性と
確固たる倫理観の養成

医
薬
品
と
倫
理

研
究
心
と
倫
理

対
人
関
係
と
倫
理

エコロジー教育

環境を意識し地球環境
を守る倫理観の養成

環
境
と
倫
理

環境にやさしく

研
究
技
術
と
倫
理

３）特色ある教育研究の取組み 
 
タイトル

（No.1） 
グリーンファーマシーを実践できる人材の育成 

取組の概要 

本学では、教育理念として「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）に基づく薬学専門

職業人の育成」を掲げている。また、学部教育の CP では「薬剤師として必要な人と環境に配慮できる

豊かな人間性と確固たる倫理観・使命感を培うヒューマニズム教育とエコロジー教育を意識した基礎及

び専門教育課程を編成する」、DP では「ヒトと環境にやさしい薬学（グリーンファーマシー）」を理解し、

実践できる」と定めている。これらを実践するために、本学では「グリーンファーマシーを実践できる

人材の育成」を主軸として教育課程を編成し、ヒトと環境にやさしい薬学教育を実施している。 

取組の成果 

“グリーン”には、安心、安全、環境への配慮などの意味が込められており、グリーンファーマシー

を実践できる人材の育成のためには、深い薬学に関する学理・技術とともに、ヒトと環境に配慮できる、

豊かな人間性と確固たる倫理観を身につける「ヒューマニズム教育」と、常に環境を意識し地球環境を

守る倫理観を養う「エコロジー教育」が大切である。 

本学では 54 科目にわたる授業の中で、ヒューマニズムとエコロジーの精神に関する事項が具体的に

到達目標として取り上げられており、このグリーンファーマシーの理念に基づいた教育は、さらに総合

的に、研究室及び医療実務実習におけるマンツーマンの指導により一層の充実が図られている。それぞ

れの教育に関する到達目標を設定している授業科目を以下に列記する。（詳細についてはシラバス参照） 

 

①ヒューマニズム教育 

「対人関係と倫理」―薬学概論、生命倫理学や

コミュニケーション論など合計 16 科目 

「医薬品と倫理」―医療制度論、実践社会薬学

や医薬品情報学など合計 14 科目 

「研究心と倫理」―先端医療学、生体情報学や

医薬品開発学など合計 14 科目 

 

②エコロジー教育 

「環境と倫理」―地球環境論、応用天然物化学

や代替医療論など合計 13 科目 

「研究技術と倫理」―有機合成化学、医薬品科

学や創薬学など合計 6 科目 

 

 ヒューマニズム教育とエコロジー教育に関わる科目や授業内容についてはシラバス中に明示（シラバ

ス科目名の右側に☆印、講義内容の後ろに★）し、授業においても担当教員が該当内容を詳しく説明す

ることとしている。また、グリーンファーマシーに関する理解度の評価については、授業の担当教員が

個別に実施することとしている。 

自己評価 

本学のカリキュラムマップからも明らかなように、ヒューマニズム教育とエコロジー教育に関する授

業科目が 1～6 年次までバランスよく配置されているため、「グリーンファーマシー」に関する知識と技

能を効率よく学ぶ教育課程が編成できていると考えられる。昨年度までは学生の理解度の評価は授業の

担当教員に一任されていたため、2020 年度以降は学生のグリーンファーマシーに関する理解度や習熟度

の適正な評価を目的としてグリーンファーマシー教育推進センターが中心となって評価結果を一元管

理すること、並びにマーク型講義アンケートにおいてグリーンファーマシーに関する理解の程度と学ん

だ内容を明記する項目を新たに設けることとした、また、本センターでは今後グリーンファーマシーに

関する評価結果の蓄積と継続的な分析を実施し、教育の質向上と最適な評価システムの構築を目指すこ

ととしている。 

関連資料 
岐阜薬科大学 HP 

学部シラバス 

http://www.gifu-pu.ac.jp/
https://drive.google.com/file/d/1iku3IkeZwWVphMboCsXEoOmIBIYe_A_F/view
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タイトル

（No.2） 
独自の学生支援奨学金制度 

取組の概要 
本学独自の学生支援奨学金制度として、村山記念奨学金、村山記念国際交流奨学金及び成長支援助成

金（チャレンジ助成金）を設立し、学生に対する経済的支援を行っている。 

取組の成果 

1）村山記念奨学金・村山記念国際交流奨学金 
村山記念奨学金は、本学学生の更なる学修・研究意欲の向上と活力の醸成により、本学の一層の活性

化を図るため、卒業生からの寄附を基に設立された奨学金である。薬学科 5 年次に進級した学生及び薬

科学科卒業後本学大学院博士前期（修士）課程に進学が確定した学生のうち、学業成績や勉学姿勢が特

に優秀で、他の学生の範となる者に年額 25 万円を 2 年間給付（返還不要）する。奨学生の選考・決定

は、1 年次から 4 年次までの学業成績の上位者の中から、人物を勘案して行っている。 

また、卒業生からの寄附をもとに、本学における国際交流の一層の進展が図れるよう、教育・学術研

究の振興に資することを目的とした村山記念国際交流奨学金も設立されている。本学では、米国の臨床

薬学教育を体験するためフロリダ大学薬学部に学生を派遣しており、国際交流委員会において選考され

た派遣学生に対し 20～50 万円の範囲で本奨学金を給付（返還不要）している。 

 
2）成長支援助成金（チャレンジ助成金） 

 成長支援助成金（チャレンジ助成金）は、本学学生が将来に向けての目標を明確にもち、その夢の実

現を目指して意欲的に取り組むことを支援するために、本学同窓会教育・研究基金から給付される助成

金である。(1)正課授業・課外活動の枠を超えた自主的・主体的な活動のうち、学内外のコミュニティ

形成を促進する活動、本学の教学の理念を活かして社会の要請に応える活動を計画する者、(2)専門職

学位取得を目指し、MBA等に入学する者、(3)博士課程・博士後期課程に進学する者などに対し、年額10

～50万円の範囲で在学中1回、1年のみ給付（返還不要）される。助成金を受ける者及び助成金の額は、

経営委員会が人物と計画を勘案し決定している。 

 
3）村山記念奨学金・村山記念国際交流奨学金・成長支援助成金 給付実績（過去 5 年間） 

 

自己評価 
学業成績や勉学姿勢が特に優秀な学生や意欲的に活動する学生等に対して本学独自の給付型奨学金

を支援することにより、学生が学修に専念できるような体制が整備できていると判断する。 

関連資料 

岐阜薬科大学村山記念奨学金規程 

岐阜薬科大学ＨＰ＞村山記念奨学金 

岐阜薬科大学村山記念国際交流奨学金規程 

2020 年度岐阜薬科大学成長支援助成金（チャレンジ助成金）公募要領 

  

https://drive.google.com/file/d/1u4FNkdXT67H-Ndw7-aVcC8zn27ymROe0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1u4FNkdXT67H-Ndw7-aVcC8zn27ymROe0/view?usp=sharing
http://www.gifu-pu.ac.jp/life/scholarship/murayama/
https://drive.google.com/file/d/1iUwDWQy9UknlAZPX2R-WiFfKIjG_Rsrm/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d46fUa9At9Dn-shH5OgKj2sfu0Ol3rot/view?usp=sharing
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タイトル

（No.3） 
地域薬剤師を対象とした研修講座の開催による地域貢献の推進 

取組の概要 

地域の薬剤師の研鑽の場として、岐阜薬科大学薬剤師生涯教育講座と岐阜薬科大学附属薬局リカレン

ト講座Ⅰ及び同講座Ⅱを開講している。リカレント講座Ⅰ及びⅡの受講者の中で要件を満たした薬剤師

を「岐阜薬科大学地域リーダー認定薬剤師」に認定している。 

取組の成果 

1）岐阜薬科大学薬剤師生涯教育講座について 

地域の薬剤師を対象に最新の医療及び薬学の情報を提供することを目的として、1996 年に薬剤師生涯

教育講座を開講した。本講座は本部キャンパスの大学院講義室を使用し、平均して 50 名程度の受講生を

対象に年 8 回、5 月から 12 月に開講している。本講座は、日本薬剤師研修センター単位認定講座である。

本学の教員のほか、臨床医、病院及び薬局の薬剤師などに依頼し最新の話題を提供している。 

 

2）岐阜薬科大学附属薬局リカレント講座（Ⅰ・Ⅱ）について 

地域の薬剤師（主として薬局薬剤師）の生涯学習（リカレント）の一環として、本学附属薬局を開設

した 1998 年より毎年開講し、薬学知識や新しい技能の習得の継続をサポートしている。2016 年度からは、

本講座に 2 つのコースを設け、リカレント講座Ⅰは代表的な疾患の治療法や治療薬に関する内容、リカ

レント講座Ⅱは地域医療に特化した内容として提供している。本講座は、日本薬剤師研修センター単位

認定講座であり、また、JPALS 研修会コードが設定されている。 

①リカレント講座Ⅰ 

本学附属薬局の講義室を使用し、平均して 40 名程度の受講生を対象に年 6 回、5 月から 11 月に開講し

ている。各講座は、「新規治療薬の情報提供及びその服薬指導のポイント」と「薬物治療に関する講演」

で構成される。服薬指導のポイントの説明は、本学附属薬局薬剤師（教員）が行っている。また、薬物

治療に関する講演は、岐阜大学医学部附属病院の臨床医が、最新の知見を踏まえて行っている。 

②リカレント講座Ⅱ 

本学の講義室と実習室を使用し、平均 30 名程度の受講生を対象に年 6 回に開講している。地域包括ケ

アシステムで活躍できる薬剤師の養成を目指した内容とし、地域医療分野において著名な医師や大学教

授等を講師として依頼している。また、各講座は講演のみでなく演習を取り入れた構成としている。 

 

3）岐阜薬科大学地域リーダー認定薬剤師 

地域包括ケアシステムが推進される上で、地域住

民が安心して安全な薬物治療を受けることができる

薬の専門家として広い知識と練磨された技能を有

し、かつ、信頼される薬剤師を育成することを目的

として認定制度を定めた。新規認定要件は右の通り

である。2016 年度は 13 名、2017 年度は 6 名、2018

年度は 3 名、2019 年度は 1 名を認定しており、地域

薬剤師の育成の一助を担っていると考えている。また、リカレント講座の最終回には受講者にアンケー

トを実施しており、講座の内容に関して高い評価を得ている。 

自己評価 

受講者アンケートでの要望を参考にした講義内容とすることにより、地域のニーズにより合致した講

座を提供できている。薬剤師生涯教育講座とリカレント講座の両講座間の相違が不明瞭な部分があり、

同じ年度内で同様の内容の講義が重複する可能性がある。そのため、各講座の特徴をより一層明確にし、

講義内容の事前調整を密にする。 

関連資料 

H31 薬剤師生涯教育講座 

R1 リカレント講座（Ⅰ・Ⅱ）一覧 

岐阜薬科大学地域リーダー認定薬剤師制度規程 

岐阜薬科大学地域リーダー認定薬剤師認定審査委員会設置規程 

附属薬局 HP＞地域リーダー認定薬剤師認定者一覧 

【地域リーダー認定薬剤師新規認定要件】 
・リカレント講座Ⅰに 6 割以上、リカレント講座Ⅱ

に全回出席していること 
・リカレント講座Ⅱの受講後に課題レポートを提出

していること 

・日本国の薬剤師免許を有し、薬剤師としての識見
を備えていること 

・病院又は薬局において薬剤師として 5 年以上の勤

務経験を有すること 

http://www.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/03/H31shougaikyouiku.pdf
http://pharm.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/04/2019recurrent.pdf
https://drive.google.com/file/d/1mg1XWFdCTS2Mto3_4MxYz8qwvZKvQ1bT/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1R8UGcVgM_6-E5-LUvG8WZ9vSsnxAQH7m/view?usp=sharing
http://pharm.gifu-pu.ac.jp/wp-content/uploads/2020/03/tp_ninteiyakuzaishi_200319.pdf
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タイトル

（No.4） 
災害支援薬局車両を活用した災害医療に関する教育･研究･地域貢献の推進 

取組の概要 

薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、薬剤師の災害時の役割や地域における災害医療体制の教育

項目が規定されており、本学では 2017 年から産学連携で災害支援薬局車両モバイルファーマシーを導入

し、これを利用した講義や実習を進めてきた。さらに、災害時の医薬品供給に関わる研究や地域での災

害対策事業を学生も参加して進めてきた。 

取組の成果 

1）学部教育における災害医療教育の推進について 

 薬学教育モデル・コアカリキュラムにおいて、災害医療教育は①災害時医療について概説できること、

②災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できること、並びに③災害時にお

ける病院・薬局と薬剤師の役割について討議することが求められている。 

 本学では、最先端の災害医療について、3 年次に薬剤師による災害医療支援の実例を講義にて紹介する

とともに、モバイルファーマシーの見学を行っている。5 年次の本学附属薬局における実務実習において

も、英国の MIMMS（Major Incident Medical Management and Support）で提唱されている災害医療の基

礎、我が国における災害医療関連の法体制及び災害医療の歴史について講義し、学生の卒業後の進路を

踏まえて、薬局薬剤師、病院薬剤師、行政、医薬品関連企業の立場での災害時の薬剤師の役割について

グループ討議を行っている。また、モバイルファーマシーを用いて、災害時の調剤を想定した模擬災害

処方箋に基づいた調剤方法を考える実習を実施しており、実際にモバイルファーマシーの搭載医薬品を

見ながら代替薬の提案などを検討する演習を行っている。講義後の学生アンケートから、このような教

育は災害医療に対する学生の知識や技能の向上に有益であると分析している。 

 
2）災害時の薬剤師の役割や医薬品供給に関する研究の充実について 

 本学では、大規模災害時に薬剤師免許を持ち臨床経験のある教員が、国内外の被災地において医療支

援活動を行うことにより、災害時の薬剤師の役割についての実践的な研究を行っている。また、得られ

た知見を講義等で学生に教育することによって災害医療教育にも応用している。熊本地震で医療支援を

行った教員からの報告に基づき、モバイルファーマシーを導入して医薬品の保管条件に関する研究など

も実施しており、災害時の薬剤師の活動の基礎となるエビデンスの構築を行っている。 

 
3）地域と共同した災害対策の充実について 

 本学では、岐阜市総合防災訓練などの災害対策イベントにモバイルファーマシーを出動させ、多職種

連携の災害訓練で医薬品供給での薬剤師の職能に関する啓蒙活動を行っている。また、岐阜県薬剤師会

や行政などと連携して、災害時の医療活動に関する研修会を定期的に開催している。さらに、2019 年度

から、名古屋市立大学と共同で文部科学省の「持続的な産学共同人材育成システム構築事業」に採択さ

れ、「進化型実務家教員養成プログラム」として、災害医療を指導できる人材の育成を行っている。受講

者アンケートでは、災害医療の知識習得に有益なプログラムとして評価されている。 

自己評価 

本学では、薬学教育モデル・コアカリキュラムにおいて規定されている災害医療教育に加えて、モバ

イルファーマシーを用いて、日本災害医学会災害医療認定薬剤師の資格をもつ教員らが、実際の災害医

療支援活動を踏まえた教育を実施している。また、地域で連携した多職種による災害訓練や研修会を実

施しており、文部科学省の受託事業として災害医療に関連した人材育成も取り組んでいる。これらの取

組みについて、2020 年度以降に効果の検証を行い、必要な改善について協力組織ともに検討することと

している。 

関連資料 

読売新聞（2017 年 4 月 6 日朝刊） 

広報ぎふ（2018 年 11 月 1 日号） 

  

https://drive.google.com/file/d/15sCbHPafUJWFzXZG3BLQy6Pv-CjL6_Om/view?usp=sharing
https://www.city.gifu.lg.jp/secure/39864/181101allkai.pdf
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タイトル

（No.5） 
寄附講座設立、他大学との連携及び外部資金獲得による教育・研究・地域貢献の推進 

取組の概要 

社会のニーズに適切に対応できる研究を進めるため、民間の企業からの支援を得て 5 つの寄附講座を

設立した。また、教育・研究・地域貢献を目的として、岐阜大学、名古屋大学医学部・大学院医学系研

究科及び名古屋市立大学との連携を推進している。さらに、本学の教職員が一丸となって積極的に外部

資金獲得を目指して努力している。 

取組の成果 

1）寄附講座設立 

現行の研究室の体制では、教育・研究領域に限界があり、社会に求められるニーズに十分に応えるこ

とはできない面がある。そこで、社会のニーズに適切に対応できる研究を進めるために民間の企業から

の支援を得て、5 つの寄附講座（香粧品健康学講座、地域医療薬学講座、バイオメディカルリサーチ講

座、在宅チーム医療薬学講座、先進製薬プロセス講座）を設立して、教育・研究・地域貢献に関わる諸

活動を推進している。 

 
2）他大学との連携強化 

 本学は、本部キャンパスと隣接する岐阜大学の医学・工学の教育・研究組織と連携して「岐阜大学大

学院連合創薬医療情報研究科」を設置して連携活動を行っている。また、「岐阜大学大学院医学系研究

科・岐阜薬科大学相互研究発表会」あるいは岐阜健康長寿・創薬推進機構による「医薬獣連携研究会」

を毎年実施している。さらに、名古屋大学医学部・大学院医学系研究科及び名古屋市立大学とは、それ

ぞれ連携学術協定を締結することにより、近隣の東海地方の各大学とも連携し、教育・研究の強化を図

っている。 

 
3）外部資金獲得 
 本学教員が獲得する科学研究費補助金、受託研究費及びその他助成金の総額は毎年増加をしており、

下記の表に示すように、この 5 年間で件数は 66％増加し、合計総額は倍増した。受託研究費においては、

約 7 倍まで増加した。これは各教員による研究活動が活発になってきた証拠であり、AMED や科研費の採

択率が伸びたことが要因であると考えられる。 

 
◇文部科学省･学術振興会･厚生労働省等研究費、他の研究機関との共同研究費などの外部資金導入額 

 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

件

数 

金額 

（千円） 

件

数 

金額 

（千円） 

件

数 

金額 

（千円） 

件

数 

金額 

（千円） 
件数 

金額 

（千円） 

GP 等 1 4,961 1 7,197 1 6,510 1 1,005 0 0 

科学研究費 

補助金 
36 75,270 66 104,010 69 101,475 64 102,589 73 133,433 

受託研究費 7 21,948 9 40,824 18 73,715 22 123,213 24 146,067 

共同研究費 37 69,815 44 65,182 45 58,339 42 83,729 43 76,337 

その他 

助成金 
44 40,351 56 50,671 59 48,872 59 50,661 67 65,625 

合 計 125 213,403 176 267,884 192 288,911 188 361,197 207 421,466 
 

自己評価 

本学の寄附講座数は数年前と比較して増加しており（2015年度は 1 講座→2019 年度は 5講座）、東海

地方の近隣大学との連携強化により教育・研究の基盤（教育の連携や共同研究体制）が固まりつつある。

これら研究基盤の構築に連動するように外部資金獲得件数や獲得総額も着実に増加しているため、教員

の研究意欲は確実に高まっているものと考えられる。今後はこれまでに構築した研究連携体制を常に検

証・改良し、本学の掲げる中長期計画 2025 を達成すべく全学を挙げて教育・研究・地域貢献の推進に

努めることとしている。 

関連資料 
2019 年岐阜薬科大学研究室案内 

文部科学省･学術振興会･厚生労働省等研究費、他の研究機関との共同研究費などの外部資金導入額 

https://drive.google.com/file/d/1ZS64EewOVyR0MhvLf7IlxbV4fdbBGvBC/view
https://drive.google.com/file/d/1tdIC14NXyo1DQz1PNh177mQbAL_5A0Sy/view?usp=sharing
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認証評価共通基礎データ

① 「認証評価共通基礎データ」は、原則として受審年度の５月１日現在のデータとします。
　
本様式は、****年度申請用に作成していますので、****年５月１日が作成基準日となります。

② 本様式は様式１（組織・設備等）、様式２（学生）に分かれています。

それぞれについて確認あるいは作成してください。

③ 一部のデータは表中に値があれば、エクセル上で自動計算されます。

④ 各表において、該当がない場合は「－｣（ハイフン）としてください。

⑤ 説明を付す必要があると思われるものについては、備考欄に記述してください。

⑥ 各表に該当しない欄や該当しない表がある場合でも、削除せず、全体に斜線を引くか、

各セルに「－」（ハイフン）を記入するなどしてうめてください。

◆認証評価共通基礎データ様式についての注意事項
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人 人 人 人 人 人 人 人 17.3 人 実務家教員11人

人 人 人 人 人 人 人 人 0.1 人

その他の組織等（基礎・専門教育大講 人 人 人 人 人 0 人 人

人 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 17.8 人

人 人 人 人 人 5 人

人 人 人 人 人 3 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 8 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 16 人

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

0

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

室 室 室 室 室

室 室 室 室 室

薬学研究科薬科学専攻博士前期課程 2010年4月1日

1

67 室

―― ― ―

非常勤
教員

0 0 00 00

うちみなし
専任教員数

―――

0 2122

計 55 34 31 86 10 8 8

うち
教授数

うち実務家
教員数

計 24 14 13 16 67

（大学全体の収容定員に応じた教員数）

08 7 22

薬学研究科薬科学専攻　博士後期課程

43

25 15 15 40

15 11 9 24

0

0

薬学研究科薬学専攻　博士課程 15

専任
教員

基準数うち
教授数

うち実務家
専任教員数

備 考

4 3 6 20

38 25 13

基準数 助手うち教授数

9 7

専任教員一人
あたりの在籍

学生数

9
10 人

開設年月日

大
学
院
課
程

備 考
うち

教授数
うち

教授数

研究指導教員及び研究指導補助教員
非常勤
教員

5 4 4

研究科・専攻等の名称

10 5 ― ―

認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式１（２０１９年５月１日現在）

事 項 記 入 欄 備 考

大 学 の 名 称 岐阜薬科大学

学 校 本 部 の 所 在 地 岐阜県岐阜市大学西１丁目２５番地４

教
育
研
究
組
織

学
士
課
程

学部・学科等の名称 開設年月日 所　　在　　地

薬学部薬学科

備 考

1965年4月1日

学生募集停止中の学部・研究科等 薬学部薬科学科（2017年度学生募集停止，在学生数23人）

薬学部薬科学科

2012年4月1日

2012年4月1日

薬学部厚生薬学科 1949年4月1日

同上

2006年4月1日

岐阜県岐阜市三田洞東５丁目６番１号

同上

岐阜県岐阜市三田洞東５丁目６番１号(三田洞キャンパス）1～3年生

岐阜県岐阜市三田洞東５丁目６番１号

同上

岐阜県岐阜市大学西１丁目２５番地４（本部キャンパス）

同上

研究科・専攻等の名称

同上

薬学部製造薬学科

薬学研究科薬学専攻博士前期課程

薬学研究科薬学専攻博士後期課程

2006年募集停止

2006年募集停止

岐阜県岐阜市大学西１丁目２５番地４（本部キャンパス）4年生以上

同上

所　　在　　地

2010年募集停止

2017年募集停止

備 考

薬学研究科薬科学専攻　博士前期課程

18

薬学研究科薬科学専攻博士後期課程

薬学研究科薬学専攻博士課程

同上

1953年4月1日

2012年募集停止

薬科学科 7

―

94 1 3

―

薬学科 13

うちみなし
教員数

教
員
組
織

学
士
課
程

学部・学科等の名称
専　　任　　教　　員　　等 非常勤

教員教授 准教授 講師

0

8 4 0

助教 計

大
学
院
課
程

助手研究指導
教員

研究指導
補助教員 計

研究指導
教員

基準数

研究指導
補助教員
基準数

校
　
　
舎
　
　
等

専
門
職
学
位
課
程

研究科・専攻等の名称

専　　任　　教　　員

助手

計 0 0

情報処理学習施設

3 6

　
施
設
・
設

校
地
等

区　　　分 基準面積 専用 共用

運 動 場 用 地 ― 18,490

教
室
等
施
設

区　　　分 講義室 演習室 実験実習室

共用する他の学校等の専用

6,400 43,312 0 0 43,312

その他 ―

18,490

888

校地面積計

0

0

校舎敷地面積 ― 24,822 0

区　　　分 基準面積 専用 共用 共用する他の学校等の専用

教
員
研
究
室

学部・研究科等の名称 室　　　数

薬学研究科

校舎面積計 6,975 26,224

備 考

9

0

24,8220

計

計

26224

0 7

22

語学学習施設

888

0

備 考

5 人
0

11

4 人 4 人 9 人

基準数計

0

薬学部

1本部キャンパス

三田洞キャンパス 9 1
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冊 種 〔 70 〕 種

〔 〕

〔 〕

〔 70 〕

㎡

［注］
１　学部・学科、大学院研究科・専攻、別科・専攻科、研究所等ごとに記載してください（通信教育課程を含む）。
２　教養教育科目、外国語科目、保健体育科目、教職科目等を担当する独立の組織や、附置研究所、附属病院等がある場合には、
　　「別科・専攻科等」の欄に記載してください。
３　所在地について、２以上の校地において行う場合で当該校地にキャンパス名称があれば、当該所在地の後に「○○キャンパス」
　　と記載してください。
４

５　専任教員数の記入に際しては、休職、サバティカル制度等により一時的に大学を離れている場合も専任教員に算入してください。
　　ただし、大学設置基準第１１条における「授業を担当しない教員」は含めないでください。
６　「非常勤教員」の欄には、客員教員や特任教員等で専任の教員は含みません。
７　他の学部・学科等に所属する専任の教員であって、当該学部・学科等の授業科目を担当する教員（兼担）は、「非常勤教員」の欄
　　には含めないでください。また、「専任教員等」の各欄にも含めないでください。

1,979

　　（平成16年文部科学省告示第175号）第１項及び同第２項に定める教員を指します。

　　１室で執務する場合は、教員数を室数に換算してください。
17　「教員研究室」の欄は、専任教員数に算入していない教員の研究室は記入する必要はありません。なお、複数の助教等が共同し
　　面積を除く。）または大学通信教育設置基準第１０条の校舎等の施設の面積としてください。
16　「基準面積」の欄は、大学設置基準第３７条における「大学における校地」の面積（附属病院以外の附属施設用地及び寄宿舎の
　　が専用で使用する敷地面積を記入してください。
　　他の学校等と共用する面積を記入してください。「共用する他の学校等の専用」の欄には、当該大学の敷地を共用する他の学校等
15　校地面積、校舎面積の「専用」の欄には、当該大学が専用で使用する面積を記入してください。「共用」の欄には、当該大学が
　　としてください。
14　「校舎面積計」の欄は、学校基本調査の学校施設調査票（様式第２０号）における学校建物の用途別面積の「校舎」の面積の合
　　など大学設置基準上「校地」に算入できない面積は「校地等」の「その他」の欄に記入してください。
13　寄宿舎その他大学の附属病院以外の附属施設（大学設置基準第３９条第１項を参照）用地、附置研究所用地、駐車場、大学生協
12　「校舎敷地面積」、「運動場用地」の欄は、大学設置基準上算入できるものを含めてください。
11　「専任教員１人あたりの在籍学生数」の欄には、様式２の在籍学生数／本表の専任教員数計により、算出してください。

　　なお、ここにいう「実務家教員」及び「みなし専任教員」については、それぞれ「大学設置基準別表第一イ備考第九号の規定に
　　がいる場合は、さらにその内数を実務家教員の数に（　）で添えて記入してください。

　　に基づき薬学関係（臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの）の学部に係る専任教員について定める件」

　　　（平成15年文部科学省告示第53号）第２条に定める実務の経験及び高度の実務の能力を有する専任教員（実務家専任教員）、
　　及び１年につき６単位以上の授業科目を担当し教育課程の編成その他専門職学位課程を置く組織の運営に責任を担う専任教員
　　以外の者（みなし専任教員）の教員数を記入してください。

９　「うち実務家専任教員数」「うちみなし専任教員数」の欄については、「専門職大学院に関し必要な事項について定める件」

 ・大学通信教育設置基準第９条別表第一(備考に規定する事項を含む。)

面積

８　専任教員、研究指導教員及び研究指導補助教員の基準数については、それぞれ以下に定める教員数を記載してください。

　 第175号）別表第一、別表第二及び別表第三(備考に規定する事項を含む。)
 ・「専門職大学院に関し必要な事項について定める件」（平成15年文部科学省告示第53号）第１条及び第２条

　　・大学設置基準第１３条別表第一及び別表第二(備考に規定する事項を含む。)

10　「学士課程」のうち、薬学関係（臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの）の学部・学科等については、
　　「専任教員等」欄に記入した専任教員のうちの実務家教員の数を「備考欄」に記入してください。実務家教員中にみなし専任教

 ・大学院設置基準第９条の規定に基づく「大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件」（平成11年文部省告示

 教員組織の欄には、教育研究組織の欄で記載した組織単位で専任教員等及び非常勤教員の数を記入してください。また、上記２
に
 記載した、学部教育を担当する独立の組織がある場合には､組織名は、「学部・学科等の名称」の欄に「その他の組織等（◯
○）」
 と記載し 専任教員等及び非常勤教員の数を記載してください なお その場合は 「基準数（及び「教授数」）」及び「専任

890

　

設
備
等

図書室
（本部キャンパス）

72 ㎡ 席

面積

計 70,353 1,028

図
書
館
・
図
書
資
料
等

図書館等の名称

図書館等の名称 学術雑誌〔うち外国書〕

㎡ 90
附属図書館
(三田洞キャンパス）

席

70,353 1,028

36

附属図書館(三田洞・本部キャンパ
ス)

閲覧座席数

体育館

体育館

74

74〔  29,808〕

〔          〕

〔          〕

〔  29,808〕

〔      432〕

〔          〕

〔          〕

〔      432〕

電子ジャーナル〔うち国外〕
図書〔うち外国書〕
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学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数 1,017 1007 1,134 1,152 1,015
合格者数 153 201 199 199 132
入学者数 93 130 132 132 118
入学定員 80 120 120 120 120

入学定員充足率 116% 108% 110% 110% 98%
在籍学生数 512 545 581 629 658
収容定員 480 520 560 600 640

収容定員充足率 107% 105% 104% 105% 103%
志願者数 309 - - - -
合格者数 45 - - - -
入学者数 16 - - - -
入学定員 40 - - - -

入学定員充足率 40% - - - -
在籍学生数 150 104 64 23 1
収容定員 160 120 80 40 0

収容定員充足率 94% 87% 80% 58% -

志願者数 1,326 1,007 1,134 1,152 1,015
合格者数 198 201 199 199 132
入学者数 109 130 132 132 118
入学定員 120 120 120 120 120

入学定員充足率 91% 108% 110% 110% 98%
在籍学生数 662 649 645 652 659
収容定員 640 640 640 640 640

収容定員充足率 103% 101% 101% 102% 103%

認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式２（2020年5月1日現在）

薬

科

学

科

40%

104%学　部　合　計

備　考

薬

学

部
2017年募集停止

109%

薬

学

科
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研
究
科
名

課
程
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数 55 40 39 41 23
合格者数 52 40 38 38 22
入学者数 49 36 36 38 22
入学定員 35 35 35 35 15

入学定員充足率 140% 103% 103% 109% 147%
在籍学生数 87 87 73 72 57
収容定員 70 70 70 70 50

収容定員充足率 124% 124% 104% 103% 114%
志願者数 7 3 8 8 9
合格者数 7 3 8 8 9
入学者数 7 3 8 8 9
入学定員 5 5 5 5 5

入学定員充足率 140% 60% 160% 160% 180%
在籍学生数 24 23 19 20 29
収容定員 15 15 15 15 15

収容定員充足率 160% 153% 127% 133% 193%
志願者数 8 6 2 3 4
合格者数 8 6 2 3 4
入学者数 8 6 2 3 4
入学定員 5 5 5 5 5

入学定員充足率 160% 120% 40% 60% 80%
在籍学生数 24 23 21 18 16
収容定員 14 16 18 20 20

収容定員充足率 171% 144% 117% 90% 80%

志願者数 70 49 49 52 36
合格者数 67 49 48 49 35
入学者数 64 45 46 49 35
入学定員 45 45 45 45 25

入学定員充足率 142% 100% 102% 109% 140%
在籍学生数 135 133 113 110 102
収容定員 99 101 103 105 85

収容定員充足率 136% 132% 110% 105% 120%

薬
学
研
究
科

薬学専攻
博士課程 92%

大学院　合　計 119%

備　考

薬科学専攻
博士前期課

程

120%

薬科学専攻
博士後期課

程

140%



＜編入学＞

学
部
名

学
科
名

項目 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）
入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）

入学者数（２年次） 0 0 0 0 0
入学定員（２年次） 0 0 0 0 0
入学者数（３年次） 0 0 0 0 0
入学定員（３年次） 0 0 0 0 0
入学者数（４年次） 0 0 0 0 0
入学定員（４年次） 0 0 0 0 0

［注］
１　学生を募集している学部・学科（課程）、研究科・専攻、専攻科・別科等ごとに行を追加して作成してください。

２　昼夜開講制をとっている学部については、昼間主コースと夜間主コースにそれぞれ分けて記入してください。
３　学部、学科の改組等により、新旧の学部、学科が併存している場合には、新旧両方を併記し、「備考」に記載してください。
４　学部・学科、研究科・専攻等が完成年度に達していない場合、その旨を備考に記載してください。
５　募集定員が若干名の場合は、「0」と記載し、入学者数については実入学者数を記載してください。
６　入学定員充足率は、入学定員に対する入学者の割合、収容定員充足率は、収容定員に対する在籍学生数の割合としてください。
７　入学定員に対する平均比率は、過去５年分の入学定員に対する入学者の比率を平均したものが自動計算されます。
８　最新年度の秋入学については別途確認します。
９　編入学の定員を設定している場合、上の表（<編入学>の表ではない方）の入学定員には、編入学の定員を加えないでください。

○
○
学
部

　　なお、学部・学科等を追加する場合は、直下に追加しないと集計値がずれてしまうので、注意して下さい。

学　部　合　計

備　考

×
×
学
科

○
○
学
科

56

 55



人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

―

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

室

室 室 室 室 室

〔 〕 冊 〔 〕 種 〔 〕 種

〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

㎡

面積

備 考

備 考

室　　　数

備 考

備 考

備 考

備 考

助手講師

0 000

非常勤
教員

0

0

0 0

語学学習施設情報処理学習施設講義室 実験実習室

㎡

区　　　分

○○キャンパス教室等施設

△△キャンパス教室等施設

　
施
設
・
設
備
等

演習室

体育館

○○キャンパス

○○図書館本館

学科・専攻等の名称

基準面積

その他

校舎敷地面積

区　　　分

―

○○図書館△△分館

図書館等の名称

閲覧座席数面積

校
地
等

サテライトキャンパス

区　　　分

図
書
館
・
図
書
資
料
等

図書館等の名称

計

○○図書館本館

サテライトキャンパス等

△△図書館△△分館

サテライトキャンパス

00

校
　
　
舎
　
　
等

学術雑誌〔うち外国書〕図書〔うち外国書〕

教
員
研
究
室

校舎面積計

教
室
等
施
設

席

電子ジャーナル〔うち国外〕

0

―

准教授 基準数 うち教授数

専
攻
科

○○学科（○○専攻）

学科・専攻課程の名称

0

―

専攻の名称 開設年月日 所　　在　　地

別科等の名称 開設年月日 所　　在　　地

運 動 場 用 地

0

計

0

校地面積計

0 00計 0

共用 共用する他の学校等の専用

0

0

0

認証評価共通基礎データ様式【短期大学用】様式１（○年５月１日現在）

学生募集停止中の学科・専攻科等

記 入 欄

学 校 本 部 の 所 在 地

事 項

短 期 大 学 の 名 称

□□学科□□専攻（　　年度学生募集停止，在学生数　　人）

短
期
大
学
士
課
程

□□別科

教
育
研
究
組
織

学科・専攻課程の名称 開設年月日 所　　在　　地

別
科
等

教
員
組
織

○○専攻

0

短
期
大
学
士
課
程

教授

（大学全体の入学定員に応じた教員数）

専攻の名称

計

専
攻
科

専　　任　　教　　員　　等

助教 計

0

准教授 助手講師 助教

―

共用

専用

計専用 共用する他の学校等の専用基準面積

―

―

―

教授

― ―

0

非常勤
教員

―

―

― ―

専任教員一人
あたりの在籍
学生数計

専任教員一人
あたりの在籍
学生数

備 考
うち教授数

専　　任　　教　　員　　等

基準数

―

○○学科（○○専攻）

○○専攻



　

△△キャンパス



［注］
１　学科・専攻課程、専攻科、別科、研究所等ごとに記載してください（通信教育課程を含む）。
２　教養教育科目、外国語科目、保健体育科目、教職科目等を担当する独立の組織や、附置研究所、附属病院等がある場合には、
　　「別科等」の欄に記載してください。
３　所在地について、２以上の校地において行う場合で当該校地にキャンパス名称があれば、当該所在地の後に「○○キャンパス」
　　と記載してください。
４

５　専任教員数の記入に際しては、休職、サバティカル制度等により一時的に短期大学を離れている場合も専任教員に算入してくださ
　　ただし、短期大学設置基準第２１条における「授業を担当しない教員」は含めないでください。
６　「非常勤教員」の欄には、客員教員や特任教員等で専任の教員は含みません。
７　他の学科・専攻課程等に所属する専任の教員であって、当該学科・専攻課程等の授業科目を担当する教員（兼担）は、「非常勤教
　　の欄には含めないでください。また、「専任教員等」の各欄にも含めないでください。

13　校地面積、校舎面積の「専用」の欄には、当該短期大学が専用で使用する面積を記入してください。「共用」の欄には、当該
　　大学が他の学校等と共用する面積を記入してください。「共用する他の学校等の専用」の欄には、当該短期大学の敷地を共用す
　　他の学校等が専用で使用する敷地面積を記入してください。
14　「基準面積」の欄は、短期大学設置基準第３０条の校地の面積及び第３１条の校舎の面積、または短期大学通信教育設置基準
第
15　「教員研究室」の欄は、専任教員数に算入していない教員の研究室は記入する必要はありません。なお、複数の助教等が共同
　　１室で執務する場合は、教員数を室数に換算してください。

９　「専任教員１人あたりの在籍学生数」の欄には、様式２の在籍学生数／本表の専任教員数計により、算出してください。

12　「校舎面積計」の欄は、学校基本調査の学校施設調査票（様式第２０号）における学校建物の用途別面積の「校舎」の面積の
　　としてください。

10　「校舎敷地面積」、「運動場用地」の欄は、短期大学設置基準上算入できるものを含めてください。
11　寄宿舎その他大学の附属病院以外の附属施設（短期大学設置基準第３２条を参照）用地、附置研究所用地、駐車場、大学生協用地
　　など短期大学設置基準上「校地」に算入できない面積は「校地等」の「その他」の欄に記入してください。

８　専任教員の基準数については、それぞれ以下に定める教員数を記載してください。
　　・短期大学設置基準第２２条別表第一イ及びロ（備考に規定する事項を含む。）

 教員組織の欄には、教育研究組織の欄で記載した組織単位で専任教員等及び非常勤教員の数を記入してください。また、上記２
に
 記載した、学科教育を担当する独立の組織がある場合には､組織名は、「学科・専攻課程の名称」の欄に「その他の組織等（◯
○）」

 ・短期大学通信教育設置基準第９条別表第一（備考に規定する事項を含む。）



項目 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

志願者数 0 0 0 0 0
合格者数 0 0 0 0 0
入学者数 0 0 0 0 0
入学定員 0 0 0 0 0

入学定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
在籍学生数 0 0 0 0 0
収容定員 0 0 0 0 0

収容定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

入学定員

入学者数

収容定員

在籍学生数

［注］
１　学生を募集している学科・専攻課程、専攻科・別科等ごとに行を追加して作成してください。

２　昼夜開講制をとっている学科・専攻課程等については、昼間主コースと夜間主コースにそれぞれ分けて記入してください。
３　学科・専攻課程の改組等により、新旧の学科・専攻課程が併存している場合には、新旧両方を併記し、「備考」に記載してください。
４　学科・専攻課程、専攻科等が完成年度に達していない場合、その旨を備考に記載してください。
５　募集定員が若干名の場合は、「0」と記載し、入学者数については実入学者数を記載してください。
６　入学定員充足率は、入学定員に対する入学者の割合、収容定員充足率は、収容定員に対する在籍学生数の割合としてください。
７　入学定員に対する平均比率は、過去５年分の入学定員に対する入学者の比率を平均したものが自動計算されます。
８　最新年度の秋入学については別途確認します。
９　編入学の定員を設定している場合、入学定員には編入学の定員を加えないでください。

○○学科（○○専攻） #DIV/0!

#DIV/0!

認証評価共通基礎データ様式【短期大学用】様式２（○年５月１日現在）

○○学科（○○専攻）

備　考学科・専攻課程名

　　なお、学科・専攻課程を追加する場合は、直下に追加しないと集計値がずれてしまうので、注意して下さい。

学科（専攻課程）合計 #DIV/0!

専攻科
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